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「
自
然
と
歴
史
が
育
む

ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る

健
康
文
化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て

町

長

宗

宮

孝

生

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
記
録
的
な
豪
雪
・
夏
の
猛
暑
、
東
横
山
の
地
す
べ
り
、
日
本
一
の
総
貯
水
量
を
誇
る
徳

山
ダ
ム
の
試
験
湛
水
な
ど
全
国
的
に
報
道
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

町
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
三
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
皆
さ
ん
が
バ
ス
を
気

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
平
成
十
八
年
十
月
か
ら
「
地
帯
制
ワ
ン
コ
イ
ン
」
運
賃
制
度
の
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
、
地
域
間
の
情
報
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
や
、
全

世
帯
の
音
声
告
知
放
送
、
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
る
テ
レ
ビ
放
送
で
町
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
を
行
い
、
平
成
十
九
年
夏
ご
ろ
か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
国
道

３
０
３
号
八
草
バ
イ
パ
ス
、
国
道
４
１
７
号
徳
山
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
東
海
圏
と
近
畿
・
北
陸
圏
を
結
ぶ
路
線
が

改
良
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
長
良
松
山
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
も
間
近
に
な
り
ま
し
た
。

活
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
揖
斐
川
町
独
自
の
小
学
六
年
生
ま
で
の
「
医
療
費
補
助
」、「
す
こ
や
か
ベ
ビ
ー
祝

い
金
」、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
な
ど
の
少
子
化
対
策
・
福
祉
施
策
の
拡
充
、
奥
郷
町
営
住
宅
の
整
備

な
ど
の
定
住
化
対
策
、
谷
汲
統
合
小
学
校
、
揖
斐
小
学
校
の
整
備
な
ど
の
教
育
の
充
実
も
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
昨
年
策
定
し
た
第
一
次
総
合
計
画
や
町
民
憲
章
を
踏
ま
え
、
既
存
の
資
源
の
質
を
高
め
、
地
域
資
源
を

十
分
に
活
か
す
こ
と
で
、「
人
と
人
」、「
地
域
と
地
域
」
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
住
ん

で
み
た
い
」、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
日
の
財
政
状
況
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
態
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
よ
り
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
行
政
の
無
駄
を
極
限
ま
で
減
ら
し
、
最
小
限
の
経
費
で
最
大
限
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も
、
町
政
に
対
す
る
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

を
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹んで新年の

ごあいさつを

申し上げます
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新
年
の
ご
挨
拶

揖
斐
川
町
議
会
議
長

清

水

政

則

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
十
九
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
清
々
し
く
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
、
景
気
の
回
復
を
示
す
よ
う
な
明
る
い
話
題
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
は
大
き
く
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
情
勢
、
財
政
状
況
の
下
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
ま
し
て
も
、
町
の
重
要
施
策
で
あ
る
情
報
・
交
通
・
道
路
の
そ
れ
ぞ

れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
揖
斐
川
町
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

町
議
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
で
き
ま
す
よ
う
二
十
六
名
の
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
決
意
を
新
た
に
皆
様
方
の
信
頼
と
期
待
に
こ

た
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
明
る
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
議
員
一
同
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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秋
の
叙
勲
・
褒
章
、
危
険
業
務
従
事
者
叙

勲
が
発
表
さ
れ
、
町
内
か
ら
は
４
人
の
皆
さ

ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

《
旭
日
双
光
章
》

増
元
順
一
さ
ん
（
東
津
汲
・
地
方
自
治
功
労
）

増
元
さ
ん
は
、
旧
久
瀬
村
議
会
議
員
を
８

期
３０
年
の
永
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
そ
の

間
、
議
会
議
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

《
瑞
宝
双
光
章
》

杉
山

清
さ
ん
（

永
・
消
防
功
労
）

杉
山
さ
ん
は
、
昭
和
２６
年
に
旧
養
基
村
消

防
団
を
拝
命
後
、
平
成
１８
年
ま
で
の
５５
年
の

永
き
に
わ
た
り
消
防
業
務
を
遂
行
し
、
揖
斐

川
町
消
防
団
長
、
県
消
防
協
会
副
会
長
、
揖

斐
郡
消
防
協
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
地
域

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

《
瑞
宝
双
光
章
（
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
）》

尾
�
壽
幸
さ
ん
（

永
・
警
察
功
労
）

尾
�
さ
ん
は
、
岐
阜
県
警
部
と
し
て
、
地

域
の
安
全
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

《
藍
綬
褒
章
》

橋
本
利
弘
さ
ん
（
小
津
・
消
防
功
績
）

橋
本
さ
ん
は
、
昭
和
４１
年
に
旧
久
瀬
村
消

防
団
に
入
団
さ
れ
、
４０
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

多
年
に
わ
た
る
功
労
・
功
績
に
感
謝
し
、
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

１２
月
６
日
（
水
）、揖
斐
川
健
康
広
場
で
平
成
１８
年
に
叙

勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
発
起
人
を
代
表
し
宗
宮
町
長
が
受
章
者
の
功
績
を

紹
介
し
、
参
列
者
が
そ
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

平
成
１８
年
に
叙
勲
・
褒
章
を
受
章
さ
れ
会
に
出
席
さ
れ

た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

《
旭
日
小
綬
章
》

樋
口
直
嗣
さ
ん
（
春
日
香
六

地
方
自
治
功
労
）

《
旭
日
双
光
章
》

増
元
順
一
さ
ん
（
東
津
汲

地
方
自
治
功
労
）

《
瑞
宝
双
光
章
》

杉
山

清
さ
ん
（

永

消
防
功
労
）

藤
原
勇
一
さ
ん
（
春
日
小
宮
神

消
防
功
労
）

《
旭
日
単
光
章
》

野
口
誠
男
さ
ん
（
上
野

地
方
自
治
功
労
）

《
瑞
宝
単
光
章
》

林

明
美
さ
ん
（
谷
汲
長
瀬

鉄
道
業
務
功
労
）

高
橋
正
昭
さ
ん
（
清
水

国
土
交
通
業
務
功
労
）

《
藍
綬
褒
章
》

橋
本
利
弘
さ
ん
（
小
津

消
防
功
績
）
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保
護
司
の
大
久
保
光
子
さ
ん
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
大
久
保
さ
ん
は
昭
和
５７
年
に
保
護
司
を
委

嘱
さ
れ
、
春
日
地
区
で
青
少
年
健
全
育
成
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

大
久
保
さ
ん
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
長
所
を
取
り
入
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
自
分
も
そ
の
中
で
大

切
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
先
輩
、

同
僚
、
地
域
の
方
々
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。」と
話
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
五
十
川
保
彦
さ
ん
が
岐
阜
保
護
観
察
所
長
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

増元順一さん

旭日双光章（地方自治功労）

杉山 清さん

瑞宝双光章（消防功労）

橋本利弘さん

藍綬褒章（消防功績）
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こ
の
た
び
第
５６
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
で
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

安
達
拓
郎
（
清
水
小
６
年
）、矢
野
弘
樹
（
揖
斐
川
中
３
年
）

優
秀
賞

平
井
伸
弥
（
谷
汲
小
６
年
）、石
田

萌
（
長
瀬
小
６
年
）、

小
寺
成
紀
（
春
日
中
１
年
）、川
瀬
元
希
（
坂
内
中
３
年
）

ま
た
岐
阜
地
方
法
務
局
大
垣
支
局
、
大
垣
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
主
催
の
人
権
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
次

の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

○
人
権
書
道

最
優
秀
賞

杉
山
明
日
香
（
揖
斐
小
６
年
）

優
秀
賞

竹
中

愛
（
大
和
小
５
年
）

○
ポ
ス
タ
ー
入
選

野
原
茉
里
絵
（
養
基
小
３
年
）

○
作
文
入
選

白
川

葵
（
揖
斐
川
中
３
年
）

１１
月
２６
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民

大
会
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
にににににににににににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
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るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
のののののののののののののののののののののののののののののの
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででででででででででででででででででで
とととととととととととととととととととととととととととととと
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

こ
の
ほ
ど
大
垣
地
方
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
・
大
垣
地
方
税
務
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る

「
税
に
関
す
る
作
品
」
募
集
で
、
町
内
か
ら
は
次
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。
入
賞
さ
れ
た
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
で
１
月
１５
日
か
ら
２６
日
ま
で
展

示
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
習
字
・
小
学
３
年
】
銅
賞

石
原
な
な
よ
（
大
和
）

【
習
字
・
小
学
４
年
】
銀
賞

野
口
恭
輔
（
大
和
）

【
習
字
・
小
学
５
年
】
大
垣
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

折
戸
冴
后
（
大
和
）

金
賞

山
本
京
美
（
揖
斐
）、

銀
賞

増
田
和
香
奈
（
揖
斐
）、
矢
野
奈
都
美
（
小
島
）

銅
賞

竹
中
愛
（
大
和
）、
近
藤
真
友
（
大
和
）

【
習
字
・
小
学
６
年
】
大
垣
地
方
税
務
推
進
協
議
会
長
賞

杉
山
明
日
香
（
揖
斐
）

大
垣
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

折
戸
芳
江
（
大
和
）

中
日
新
聞
社
賞

宮
部
紗
季
（
小
島
）

【
作
文
・
中
学
】
岐
阜
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

長
屋
里
穂（
谷
汲
中
３
年
）

大
垣
税
務
署
長
賞

浅
野
佑
真（
谷
汲
中
３
年
）、堀
口
未
桜（
谷
汲
中
１
年
）

中
日
新
聞
社
賞

鬼
頭
孝
明（
谷
汲
中
２
年
）大
賞

森
君
弘（
谷
汲
中
３
年
）

銀
賞

山
岸
友
菜
（
谷
汲
中
２
年
）、林
保
菜
美
（
谷
汲
中
１
年
）

銅
賞

河
村
真
彩
、
鬼
頭
佳
奈
子
、
菱
田
幸
世
（
谷
汲
中
１
年
）

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
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１１
月
１３
日（
月
）谷
汲
徳
積
の
関
一
己
さ
ん
が
、１１
月
１９
日（
日
）

谷
汲
名
礼
の
野
口
だ
い
さ
ん
が
、
１１
月
２０
日
（
月
）
上
南
方
の

山
本
武
さ
ん
が
、
１１
月
２８
日
（
火
）
に
春
日
六
合
の
林
松
良
さ

ん
、
谷
汲
名
礼
の
所
ふ
じ
ゑ
さ
ん
が
９５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

関
さ
ん
は
、
長
年
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
こ
ら
れ
、
ま
た

最
近
は
飼
っ
て
い
る
犬
が
癒
し
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

野
口
さ
ん
は
、
戦
争
の
中
２
人
の
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
、
厳

し
い
時
代
を
生
き
抜
い
た
た
め
身
体
も
心
も
一
本
芯
が
通
っ
て

い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
、
若
い
頃
か
ら
春
日
で
炭
焼
き
な
ど
を
し
て
よ

く
体
を
動
か
し
て
い
た
か
ら
長
生
き
で
き
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
、現
在
で
も
畑
仕
事
を
さ
れ
、何
で
も
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
よ
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

所
さ
ん
は
、
自
分
の
感
じ
る
ま
ま
に
生
き
て
、
何
に
で
も
挑

戦
し
て
き
た
こ
と
が
長
寿
の
秘
訣
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

９５
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

山本さんおめでとうございます林さんおめでとうございます

関さんおめでとうございます

野口さんおめでとうございます

所さんおめでとうございます
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つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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１１
月
１２
日
（
日
）
に
谷
汲
山
門
前
駐
車
場

で「
谷
汲
も
み
じ
ま
つ
り
」、１１
月
１９
日（
日
）

に
横
蔵
寺
駐
車
場
で
「
横
蔵
寺
も
み
じ
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

谷
汲
も
み
じ
ま
つ
り
で
は
、
谷
汲
踊
や
大

垣
城
鉄
砲
隊
の
古
式
火
縄
銃
の
上
演
、
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
で
会
場
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

横
蔵
寺
も
み
じ
ま
つ
り
で
は
、
冷
え
込
み

で
、
色
鮮
や
か
さ
を
増
し
た
紅
葉
に
訪
れ
た

方
々
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
大
茶

会
会
場
で
は
、
絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
優
雅

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
とととととととととととととととととととととととととととととと
揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖
斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
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流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

１１
月
２６
日
（
日
）
に
愛
知
県
春
日
町
で
「
春

日
町
産
業
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

春
日
地
区
と
春
日
町
と
は
昭
和
６２
年
か
ら
交

流
事
業
が
始
ま
り
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

春
日
町
産
業
ま
つ
り
に
は
宗
宮
町
長
も
参

加
し
、
揖
斐
川
町
の
観
光
を
大
い
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
春
日
地
区
の
特
産
品
販
売
も

好
調
で
、
こ
の
販
売
を
通
じ
て
春
日
町
の
方

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
の
実

演
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
立
ち
止
ま
り
「
ふ

れ
あ
い
の
場
」
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥奥
郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣竣
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工

北
方
地
内
で
平
成
１８
年
１
月
か
ら
建
設
さ
れ
て
き
た

北
方
奥
郷
町
営
住
宅
が
完
成
し
、
竣
工
式
が
１１
月
１７
日

（
金
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
町
営
住
宅
は
、
老
朽
化
し
た
木
造
平
家
建
て
２０

戸
を
取
り
壊
し
、
共
同
住
宅
２
棟
２４
戸
と
集
会
所
１
棟

を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
宗
宮
町
長
、
来
賓
の
皆
さ
ん
と
き
た
が
た

幼
児
園
児
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
き
た
が
た

幼
児
園
児
に
よ
る
鼓
隊
演
奏
で
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖
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１１
月
１１
日
（
土
）、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み
ず

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
体
験
農
園
で
揖
斐
地
域
環
境
塾

が
開
か
れ
ま
し
た
。

揖
斐
郡
内
か
ら
集
ま
っ
た
４０
人
の
親
子
が
参
加
し
、

約
１，
５
０
０
本
の
大
根
を
収
穫
し
ま
し
た
。こ
の
大
根

は
生
ご
み
か
ら
作
っ
た
肥
料
を
使
い
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

大
根
を
収
穫
す
る
の
が
は
じ
め
て
の
子
ど
も
が
多
く
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
引
き
抜
い
て
い
ま
し
た
が
、
最
後

に
は
み
ん
な
上
手
に
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝
旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗旗
がががががががががががががががががががががががががががががが
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈
らららららららららららららららららららららららららららららら
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

１１
月
１９
日
（
日
）、平
成
１８
年
か
ら
始
ま
っ
た
町
内
７

チ
ー
ム
で
戦
わ
れ
る
揖
斐
川
町
少
年
野
球
大
会
に
優
勝

旗
、
準
優
勝
カ
ッ
プ
、
３
位
・
敢
闘
賞
の
盾
な
ど
を
揖

斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
結
果
は
、
優
勝

大
和
ク
ラ
ブ
、
準

優
勝

谷
汲
ク
ラ
ブ
、
３
位

揖
斐
ク
ラ
ブ
、
敢
闘
賞

清
水
ク
ラ
ブ
、
北
方
ク
ラ
ブ
、
久
瀬
ク
ラ
ブ
、
小
島
ク

ラ
ブ
で
し
た
。

揖
斐
川
町
少
年
野
球
大
会
は
来
シ
ー
ズ
ン
か
ら
も
こ

の
優
勝
旗
を
か
け
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

きたがた幼児園児もいっしょにテープカット

谷汲もみじまつりでの餅まき

立派な大根が採れました

春日町産業まつりでの宗宮町長のあいさつ

揖斐川ライオンズクラブから優勝旗などが贈られました
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ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
にににににににににににににににににににににににににににににに
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
のののののののののののののののののののののののののののののの
誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓誓
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

揖
斐
地
区
交
通
安
全
協
会
と
揖
斐
警
察
署

は
、
１２
月
１１
日
か
ら
２０
日
ま
で
実
施
さ
れ
る

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
に
先
立
ち
、

１２
月
８
日
（
金
）、い
び
幼
児
園
の
協
力
を
得

て
揖
斐
警
察
署
前
で
交
通
安
全
ツ
リ
ー
の
飾

り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
は
短
冊
に
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
絵
を
描
い
て
交
通
安
全
を

誓
い
ま
し
た
。

こ
の
交
通
安
全
ツ
リ
ー
は
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
交
通
安
全
運
動
初
日

か
ら
１２
月
２５
日
ま
で
の
間
、
揖
斐
警
察
署
の

玄
関
先
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓啓
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
ググググググググググググググググググググググググググググググ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズ
をををををををををををををををををををををををををををををを
配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布

師
走
に
入
り
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
る
こ

と
か
ら
揖
斐
川
町
商
工
会
谷
汲
支
部
女
性
部

の
皆
さ
ん
が
手
作
り
の
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ

ズ
（
今
回
は
ち
り
め
ん
の
巾
着
袋
）
を
考
案

し
、
先
日
の
早
朝
、
谷
汲
山
双
門
前
交
差
点

（
谷
汲
徳
積
）
で
信
号
待
ち
の
車
に
配
布
し

ま
し
た
。
運
転
手
の
皆
さ
ん
に
「
気
を
つ
け

て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
」
と
ひ
と
声
掛
け
て

手
渡
し
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼幼
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
にににににににににににににににににににににににににににににに
鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓鼓
笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛笛
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器
がががががががががががががががががががががががががががががが
導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
ささささささささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

こ
の
た
び
、
い
び
幼
児
園
に
鼓
笛
用
の
楽

器
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
鼓
笛
セ
ッ
ト
は
、（
財
）
日
本
防
火

協
会
の
防
火
・
防
災
普
及
啓
発
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し

て
整
備
し
た
も
の
で
、
町
の
行
事
な
ど
で
練

習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
、
い
び
幼
児
園
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
鼓
笛
隊
の
活
動
に
期
待
し
て
く
だ

さ
い
。

親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
でででででででででででででででででででででででででででででで
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
やややややややややややややややややややややややややややややや
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
はははははははははははははははははははははははははははははは
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
しししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
なななななななななななななななななななななななななななななな
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

久
瀬
保
育
園
で
「
子
供
の
身
体
に
良
い
お

や
つ
作
り
」
を
親
子
で
行
い
ま
し
た
。

久
瀬
と
小
島
地
区
の
食
生
活
改
善
連
絡
協

議
会
と
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
さ
ん
の

指
導
で
、
子
ど
も
た
ち
も
材
料
を
混
ぜ
合
わ

せ
コ
ロ
コ
ロ
ま
る
め
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て

お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

食
改
さ
ん
の
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
観
て

い
る
う
ち
に
、
香
ば
し
い
匂
い
が
満
ち
て
き

て
、
当
日
の
お
や
つ
は
自
分
た
ち
で
作
っ
た

「
き
な
こ
ゴ
マ
ク
ッ
キ
ー
」
に
な
り
ま
し
た
。

ツリーに交通安全の願いを込めて

鼓笛楽器がそろいました

交通安全を呼びかけました

楽しいクッキー作り
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今年度初めての試みとして青少年育成推進員が中心となり『家族の一行詩』を企画しました。
一番身近な「家族」に対して贈る、簡単な詩を創作することでそれぞれの家庭の中で、家

族が互いを見つめあい、家族の絆を強めながら、家庭にあるべき温かさや厳しさを再確認し、
家庭の教育力を向上させることを目指したものです。
今回はまず町内の中学生を対象に募集し、５３０人、５３６作品の
応募があり、４０作品を選定しました。
大会の中で、代表者の方２人に１０作品を読み上げてもらい、
会場からは自然と拍手や笑いが起こり、会場が暖かい雰囲気に
包まれました。
今後、優秀作品を広報に掲載していきたいと思います。

平成１８年度 揖斐川町青少年育成町民大会開催！

揖斐川町青少年育成町民大会が、１１月２６日（日）揖斐川町中央公民館大ホールで開催されました。

《青少年育成町民会議３部会（青少年部会、家庭部会、環境部会）の発表》
青少年育成町民会議の３部会による実践発表では、７月９日（日）に行われた青少年育成町民会
議総会で決定した方針・重点目標・スローガン・一運動に従い、１１月まで各団体や地域で実践をし
てきた内容を発表しました。青少年部会では、「活かそう、伸ばそう、青少年！運動」～青少年に
活動の場を与えよう～、家庭部会では、「早寝・早起き・朝ごはん運動」、環境部会では、「心のこ
もった声かけ運動」について取り組みました。
特に、家庭部会では平成１８年より国が進める「早寝・早起き・朝ごはん」について、他市町村に
先がけて大規模なアンケートを行いました。
結果については、来月号より数回に分けて紹介します。

《小学生県外派遣事業・中学生海外派遣参加児童・生徒、揖斐高校による発表》
県外派遣事業では、小学生１３人が北海道芽室町での研修に参加、海外派遣事業では、中学生６人
がオーストラリアでの研修に参加し学んだことなどの発表をしました。この経験をこれからの人生
に生かしてほしいです。
また、地域に根ざした人材の育成をするため、連携型中高一貫教育を推進している地元揖斐高校
生活環境科の生徒による手話歌を披露してもらいました。会場の皆さんと一緒になって、『どんぐ
りころころ』を手話で表現し、場内がひとつとなっていました。

小学生県外派遣の発表 中学生海外派遣の発表 揖斐高校の手話歌

《人権啓発講演会》
「今、私たちがなすべきこと ～子どもの心が見えますか～」と題して、俳優 岡本富士太さん
による人権啓発講演会があり、自分の子どもの実体験を基にお話をされ、皆さん真剣に耳を傾けて
いました。
「人権」とは、「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」あるいは
「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持つ権利」であり、だれにとっても身近で大切
なもの、日常の思いやりの心によって守られるものです。
「人権」とは、難しいものではなく、誰でも、心で理解し、感じることのできるものですので、
理解と認識を深めましょう。

心温まる一行詩の朗読
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第
２
回

谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
開
催
！

第
２
回
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
が
１１
月
２５
日

（
土
）、
２６
日
（
日
）
の
２
日
間
、
谷
汲
公
民

館
と
谷
汲
サ
ン
サ
ン

ホ
ー
ル
を
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２５
日
は
、
秋
の
散

策
谷
汲
め
ぐ
り
や
谷

汲
中
学
校
の
合
唱
発

表
、
２６
日
は
、
文
化

サ
ー
ク
ル
や
谷
汲
小

中
学
生
な
ど
に
よ
る
舞
台
発
表
や
作
品
展
示
、

ま
た
有
志
に
よ
る
屋
台
村
や
せ
と
も
の
市
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で
多
彩
な
お
ま
つ
り
と

な
り
ま
し
た
。
役
員
さ
ん
た
ち
が
半
年
前
か

ら
協
議
し
準
備
を
重
ね
、
訪
れ
た
お
客
さ
ん

と
一
体
と
な
っ
て
笑
顔
で
充
実
し
た
２
日
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

谷
汲
統
合
小
学
校
で
使
用
す
る
木
材

の
伐
採
状
況
を
見
学
し
ま
し
た

１１
月
２９
日
（
水
）、３０
日
（
木
）
の
２
日
間

に
分
け
て
、
現
在
建
築
中
の
谷
汲
統
合
小
学

校
（
平
成
１９
年
４
月
１
日
開
校
）
で
使
用
さ

れ
る
木
材
の
伐
採
状
況
を
谷
汲
小
学
校
４
、

５
年
生
４６
名
、
長
瀬
小

学
校
５
年
生
１６
名
が
見

学
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
谷
汲
、
長

瀬
、
横
蔵
の
各
財
産
区

が
谷
汲
統
合
小
学
校
の

一
部
に
地
元
産
の
木
材

を
使
っ
て
ほ
し
い
と
の

ご
好
意
に
よ
り
、
間
伐

材
を
ご
提
供
い
た
だ
け

た
こ
と
か
ら
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
揖
斐
農
林

事
務
所
の
森
川
さ
ん
や

各
財
産
区
の
代
表
者
が

森
林
を
間
伐
す
る
こ
と

の
意
味
や
日
本
の
林
業

に
つ
い
て
の
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
伐

採
さ
れ
る
木
の
前
で
児

童
と
財
産
区
の
皆
さ
ん

が
記
念
写
真
を
撮
っ
た

後
、
春
日
在
住
の
佐
名

宏
さ
ん
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
っ
て
伐
採
を
さ
れ
ま
し
た
。

伐
採
さ
れ
た
木
は
谷
汲
統
合
小
学
校
玄
関

ロ
ビ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

谷
汲
小
学
校
に
山
田
養
蜂
場
よ
り

図
書
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

山
田
養
蜂
場
で
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
毎
年
「
み
つ
ば
ち
文
庫
」
と
し
て

各
地
の
学
校
な
ど
に
食
や
自
然
環
境
、
い
の

ち
の
つ
な
が
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
図
書
の
寄

贈
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

春
日
上
ヶ
流
の
佐
名

久
子
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
２
回
こ
の
「
み
つ
ば

ち
文
庫
」
に
応
募
さ
れ
、

春
日
小
学
校
に
寄
贈
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
合
併
を
し
た
こ
と
か

ら
、
特
に
図
書
館
教
育
に
熱
心
な
谷
汲
小
学

校
に
寄
贈
を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

坂
内
公
民
館
主
催

親
子
ス
キ
ー
教
室
に
つ
い
て

１
月
１３
日
（
土
）
か
ら
２
月
２４
日
（
土
）

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
９
時
か
ら
１２
時
ま
で
の

３
時
間
、
遊
ら
ん
ど
坂
内
ス
キ
ー
場
・
揖
斐

高
原
坂
内
ゲ
レ
ン
デ
で
親
子
ス
キ
ー
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

親
子
で
参
加
で
き
る
方
を
対
象
に
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
近
く
の
公
民
館
で
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
１
月
１０
日

（
水
）
ま
で
に
坂
内
公
民
館
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

趣
味
活
動
サ
ー
ク
ル
の

登
録
申
請
に
つ
い
て

公
民
館
で
は
、
平
成
１９
年
度
に
利
用
さ
れ

る
各
種
団
体
サ
ー
ク
ル
の
登
録
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
団
体
の
代
表
の
方
は
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
く
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た

い
方
は
各
公
民
館
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
締
切
り

平
成
１９
年
１
月
３１
日
（
水
）

※
詳
し
く
は
、
各
公
民
館
ま
で

中
央
公
民
館
ま
つ
り
開
催
！

１
月
２０
日
（
土
）・
２１
日
（
日
）の
２
日
間
、

中
央
公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
を
中
心
に
活
動
を

し
て
い
る
自
主
サ
ー
ク
ル
や
社
会
教
育
団
体

な
ど
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

当
日
は
、
各
種
団
体
の
作
品
展
示
、
芸
能

発
表
に
加
え
、
料
理
教
室
に
よ
る
バ
ザ
ー
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
楽
し
み
が
い
っ

ぱ
い
！
ご
家
族
、
お
友
達
な
ど
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

○
作
品
展
示

■
日
時

１
月
２０
日
（
土
）
９
時
〜
１７
時

１
月
２１
日
（
日
）
９
時
〜
１６
時

■
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
全
館

○
子
ど
も
歌
舞
伎
公
開
練
習
・
芸
能
発
表

■
日
時

１
月
２１
日
（
日
）
１０
時
〜

■
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

○
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

・
い
ち
い
料
理

１
月
２０
日
（
土
）
１３
時
〜
１６
時

１
月
２１
日
（
日
）
９
時
〜
１６
時

・
カ
ト
レ
ア
料
理

１
月
２１
日
（
日
）
９
時
〜
１６
時

・
子
供
山
月

１
月
２１
日
（
日
）
９
時
〜
１６
時

○
「
２
０
０
７
チ
ャ
レ
ン
ジ
�

フ
ォ
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

町
子
ど
も
会
育
成
会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
１０
枚
の
ミ
ス
テ
リ
ー
写
真
を
手
に
、
中

央
公
民
館
の
中
を
探
検
し
、「
な
ぞ
」
を
解

い
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
す
。
キ
ミ
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
な
い
か
？

待
っ
て
る
よ
！

■
日
時

１
月
２１
日
（
日
）

■
受
付

１０
時
〜
１１
時
３０
分

■
ゲ
ー
ム

１０
時
〜
１２
時

※
詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

（
℡
２
２
‐
１
１
２
０
）
ま
で

長瀬財産区伐採状況

読書サークルによる紙芝居

横蔵財産区伐採状況

谷汲財産区伐採状況
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健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

平
成
１８
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
３
期
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
は
、「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
」・「
ラ
ク
ラ
ク
健
康
づ
く
り
教
室
」
の

申
込
受
付
を
し
ま
す
。

楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

健
康
・
栄
養
相
談
、
体
力
測
定
の

ご
案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

１
月
１７
日
（
水
）

１４
時
〜
１６
時

■
場
所

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

社
会
教
育
施
設

年
末
・
年
始

休
館
日
の
お
知
ら
せ

社
会
教
育
施
設
の
年
末
年
始
に
お
け
る
休

館
日
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

○
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
・
揖
斐
川
歴
史
民

俗
資
料
館

１２
月
２９
日
（
金
）〜
１
月
３
日
（
水
）

○
揖
斐
川
図
書
館
・
谷
汲
図
書
館
・
坂
内
図

書
館

１２
月
２８
日
（
木
）〜
１
月
４
日
（
木
）

（
１２
月
２８
日
・
１
月
４
日
は
図
書
館
整
理
日
）

○
揖
斐
川
健
康
広
場

１２
月
２９
日
（
金
）〜
１
月
３
日
（
水
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
１２
月
２８
日

（
木
）
は
１５
時
ま
で
、
１
月
４
日
（
木
）
は
、

１０
時
〜
１７
時
ま
で
開
場
し
ま
す
。

公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日
時

２
月
４
日
（
日
）
９
時
〜

■
場
所

北
方
小
学
校
体
育
館

☆
大
和
公
民
館

《
家
庭
教
育
学
級
「
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
」》

■
日
時

１
月
２７
日
（
土
）
１０
時
〜

■
場
所

大
和
公
民
館

☆
揖
斐
公
民
館

《
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

■
日
時

２
月
４
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

■
場
所

健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

☆
小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級
・
家
庭
教
育
学
級合

同
教
室
》

■
日
時

１
月
２５
日
（
木
）
９
時
３０
分
〜

■
場
所

小
島
小
学
校

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
時

１
月
１３
・
２０
日
（
土
）
９
時
〜

■
場
所

小
島
公
民
館

成
人
式
を
地
元
で参

加
し
ま
せ
ん
か
？

１
月
７
日
（
日
）
に
、
２０
歳
の
門
出
を
お

祝
い
す
る
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
、
成
人
式
の
対
象
に
な
る
方
は
、
昭

和
６１
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６２
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

■
日
時

平
成
１９
年
１
月
７
日
（
日
）

受
付
１３
時
〜

式
典
１３
時
３０
分
〜

■
場
所

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
１８
年
１１
月
２８
日
現

在
で
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
、
平
成
１３

年
度
町
内
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
を
対
象

に
成
人
式
の
案
内
状
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
次
に
該
当
す
る
方
で
、
揖
斐

川
町
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
℡

２
２－

１
１
２
０
・
中
央
公
民
館
）
ま
で
早

急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
勤
務
や
学
校
の
関
係
で
他
町
村
へ
住
民
票

を
移
し
て
い
る
方

○
平
成
１８
年
１１
月
２８
日
以
降
、
揖
斐
川
町
へ

転
入
さ
れ
た
方

成
人
式

参加費

４，０００円

４，０００円

６５歳以上は

３，０００円

■申込期間 １月４日（木）～１月７日（日） 午前９時～午後５時
■申込場所 揖斐川健康広場
■開催日程 １・２・３月（全１０回）
■募集定員 各教室 ２０名（定員になり次第締切ります）
■参 加 費 上記記載の参加費（お申込時に参加費・印鑑をお持ちください）

※詳しくは健康広場までお問い合わせください。℡２１－３１００

対 象

２０歳以上６０歳未満

の女性

６０歳以上の男女

曜日・日時

毎週金曜日

１０：００～１１：００

毎週木曜日

１３：３０～１５：００

教室名

レディース

フィットネス

ラクラク

健康づくり

１
月
は
『
家
庭
の
日
』
普
及
実
践

強
調
月
間
で
す
。

毎
月
第
３
日
曜
日
を
『
家
庭
の
日
』
と
し
て
、
心
豊
か
で
明

る
く
、
自
立
し
た
青
少
年
を
育
む
、
開
か
れ
た
家
庭
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
『
家
庭
の
日
』
は
、
１
月
２１
日
（
日
）
で
す
。

中央公民館プチギャラリー
○癒しの仏像たち
１２月１６日～１２月２７日
○ライオンズクラブ展示
１月４日～１月１８日

○中央公民館まつり
１月２０日～１月２１日

○家庭の日ポスター展示
町内各小中ＰＴＡによる活動状況展示
１月２４日～２月６日

燦サンギャラリー
○家庭の日ポスター展示
町内各中学校ＰＴＡによる活動状況
１月１０日～１月１９日
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学
校
だ
よ
り

春
日
小
中
学
校
が
連
携
し
て
の
小
中
一
貫

教
育
の
推
進
が
は
じ
ま
っ
て
４
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
大
上
段
に
構
え
た
り
、
数
多
く
の

こ
と
を
求
め
す
ぎ
た
り
せ
ず
、
目
の
前
の
春

日
の
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
を

大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。
本
年
度
は
、「
自

信
を
持
っ
て
意
欲
的
に
追
究
す
る
児
童
生
徒

の
育
成
」
を
研
究
主
題
と
し
、
次
の
二
つ
の

具
体
的
な
願
う
子
ど
も
の
姿
を
め
ざ
し
て
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

①
自
分
の
考
え
を
素
直
に
出
し
合
い
、
ね

り
合
い
の
あ
る
姿

②
進
ん
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
、
相
手
の
立

場
を
考
え
て
行
動
す
る
姿

聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と

①
の
学
習
面
で
の
願
う
姿
の
具
現
に
向
け
、

ま
ず
は
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
の
２
点
を
重

視
し
た
学
習
姿
勢
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て

き
ま
し
た
。

自
己
表
現
は
、
相

手
の
話
を
聞
く
こ
と

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

聞
く
こ
と
で
自
分
の

思
い
や
考
え
が
生
ま

れ
、
そ
し
て
、
何
よ

り
も
相
手
を
大
切
に

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
話
す

こ
と
に
つ
い
て
も
同

じ
で
す
。
言
葉
遣
い

や
話
し
方
な
ど
、
ち

ょ
っ
と
し
た
違
い
で

相
手
へ
の
伝
わ
り
方

が
大
き
く
違
い
ま
す
。

つ
な
ぎ
言
葉
の
活

用
や
ペ
ア
ー
学
習
な

ど
、
多
く
の
手
だ
て
を
工
夫
し
な
が
ら
、
大

勢
の
人
前
で
も
堂
々
と
自
分
の
思
い
を
語
れ

る
春
日
の
子
ど
も
た
ち
を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ
と

②
の
生
活
面
で
の
願
う
姿
の
具
現
に
向
け

て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
あ
い
さ
つ
運
動

を
通
し
た
意
識
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
こ
と
、
簡
単
な
よ
う
で
と
て

も
難
し
い
こ
と
で
す
。
あ
い
さ
つ
は
大
切
と

理
解
し
て
い
て
も
で
き
な
い
現
実
、
ま
さ
に

学
校
の
み
な
ら
ず
、
普
段
の
生
活
で
の
意
識

や
慣
れ
も
大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
あ
い

さ
つ
の
よ
さ
を
啓
発

し
、
自
然
に
身
に
つ

い
て
い
く
よ
う
、
私

た
ち
の
意
識
の
改
革

と
ね
ば
り
強
い
働
き

か
け
が
今
後
も
必
要

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

春
日
中
学
校
は
全
校
生
徒
が
３４
名
、
教
職

員
が
１０
名
と
小
規
模
の
学
校
で
す
が
、
広
い

視
野
で
物
事
を
見
た
り
、
自
信
を
持
て
る
よ

う
に
し
た
り
し
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
、
交
流
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
総

合
的
な
学
習
な
ど
で
様
々
な
体
験
的
活
動
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

○
宿
泊
研
修
体
験
学
習
の
充
実
と
身
近
な
地

域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

宿
泊
研
修
で
は
、
１
・
２
年
生
は
若
狭
で

漁
業
体
験
を
し
た
り
、
民
宿
の
方
の
お
話
を

聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
３
年
生
は
東
京
へ
の

修
学
旅
行
で
職
場
学
習
を
行
い
美
容
専
門
学

校
へ
の
体
験
入
学
や
飛
行
機
の
整
備
工
場
の

見
学
を
し
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
自
分
た
ち
の
地

域
で
は
体
験
で
き
な
い
仕
事
や
職
業
に
触
れ

る
機
会
を
持
つ
中
で
、
将

来
へ
の
意
識
が
高
ま
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
日
モ
リ
モ
リ

ま
つ
り
で
は
地
域
の
一
員

と
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
バ
ザ
ー
販
売
の
手
伝
い
や
会
場
の

ゴ
ミ
の
分
別
回
収
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

多
く
の
生
徒
が
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
中
学
校
と
の
交
流
活
動

今
年
度
か
ら
揖
斐
川
中
学
校
と
の
交
流
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１１
月
１５
日
（
水
）
の

午
後
に
揖
斐
川
中
学
校
の
３
年
１
組
の
み
な

さ
ん
が
来
校
し
、
合
唱
を
通
し
て
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
お
互
い
の
合
唱
を
聴
き
「
少
な

い
人
数
だ
け
ど
そ
の
分
一
人
一
人
の
声
が
よ

く
出
て
い
た
。」「
強

弱
や
速
さ
を
工
夫
し
、

自
分
た
ち
の
合
唱
を

表
現
し
て
い
る
の
が

よ
か
っ
た
。」な
ど
、

お
互
い
の
良
さ
を
話

し
合
う
場
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

１２
月
９
日
に
は
揖
斐

川
中
学
校
の
駅
伝
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
、
交
流
を
図
り
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
未
来
学
習
発
表
会

１１
月
２
日
（
木
）
に
、
今
年
度
の
３
年
生

の
総
合
学
習
の
時
間
の
ま
と
め
と
、
１
・
２

年
生
の
合
唱
の
発
表
会
「
ふ
る
さ
と
未
来
学

習
発
表
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
学
校
評
議
員

の
方
を
は
じ
め
、
保
護
者
の
方
や
地
域
の
方

も
参
観
い
た
だ
き
、
惜
し
み
な
い
声
援
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
も
精
一

杯
の
姿
で
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

３
年
生
は
、『
春
日
へ
の
貢
献
』
を
テ
ー

マ
に
、
環
境
、
特
産
品
、
伝
統
文
化
、
福
祉

な
ど
に
つ
い
て
学
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
年
生
は
『
カ
リ
ブ
夢
の
旅
』、２

年
生
は
『
少
年
時
代
』
の
合
唱
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
選
択
音
楽
の
演
奏
、

全
校
合
唱
、
職
員
合
唱
、
ま
た
、
美
術
作
品

や
選
択
教
科
の
作
品
展
示
な
ど
、
午
後
か
ら

の
発
表
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
緊
張
と
充
実

感
の
入
り
混
じ
っ
た
、
生
徒
の
手
に
よ
る
楽

し
い
発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
を
目
指
し
て

〜
春
日
小
学
校
〜

体
験
を
重
視
し
た
教
育
の
推
進

〜
春
日
中
学
校
〜
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いいびびががわわママララソソンン情情報報！！
走走るる人人にに感感動動ししままししたた！
沿道で応援した小中学生の皆さんからランナーへのメッセージが届きました。

今年の大会はとても寒い１日となりましたが、一生懸命頑張る姿から、子どもたちが何かを感じたようです。

いただいた感想は、ランナーの皆さんに伝えていきたいと思います。ありがとうございました。

わたしは、ランナーのみなさんが寒
い中とてもがんばって走っていたの
を見て「すごいな」と思いました。
応援をしている時は、自分も寒いけ
ど走っている人の方がもっとえらい
からがんばって応えんしました。完
走できなかった人もだいぶんいたけ
れどみんながんばって走っていたと
思います。来年も走る人は、あきら
めずにがんばって走ってください。

北方小 ６年 女子

私は冬のような寒さで応援は少し大
変でした。でも、ランナーのみなさ
んが私達の応援であったかくなって
もらえるように精一杯応援しました。
ハイタッチは初めての体験で、最初
ははずかしかったけど一回タッチし
てもらえてうれしくなり、何度もタッ
チしてもらいました。ありがとうご
ざいました。来年も挑戦して下さい。
応援に行きます。

久瀬小 ６年 女子

私は、折返し地点で太鼓をたたいて
応援しました。１時間半もたたいて
いるのは大変でしたが、ランナーの
みなさんがこの地点に来るまでに２０
ｋｍ以上も走ってきているのかと思
うと、出せる限りの力で応援ができ
ました。私達の応援が少しでもラン
ナーの方の励みになっていたら、と
ても嬉しいです。

藤橋中１年 女子

春日中手作りの応援幕

小中学生の皆さんからいただいた手紙は、約９００通！ランナーの皆さんに届けるほか大会

のホームページで一つでも多く紹介していきたいと思います。ぜひご覧ください。

いびがわマラソン公式ホームページ★ http : //www.ibigawa-marathon.jp/

私たちは応えんをしていて、た
くさんの選手が一生けん命走っ
ていてだれもが「あきらめな
い」という気持ちで走っている
のが感じられました。わたしは、
ランナーのみなさんを見習い、
何事もあきらめず活動に取り組
みたいです。

清水小 ６年 女子

私は、ランナーのみなさんを応援していて、
たくさん学んだことがあります。「最後ま
で走り切ること。やり切ること」「あきらめ
ないこと」「つらくても笑顔でいること」「感
謝の気持ちを持つこと」この４つです。ラ
ンナーの人は、えらいのにハイタッチをし
てくれたり、笑顔で走っていたり、私はす
ごいと思いました。それと、このようにお
礼の言葉を私たちに書いてくれる感謝の心。
私は、来年もいっしょうけんめい応援した
いと心から思いました。

揖斐川中 １年 女子

私は「水渡し」という係でした。水は冷たいし、立っているだけでも寒いし、
もう嫌だと思っていました。しかし、一生懸命走っている人や、水を渡すた
びに「ありがとう」と言われて、すごく嬉しい気持ちになりました。そして、
嫌だという気持ちから頑張れ！という応援の気持ちへと変わっていきました。
私にとって、このマラソンはランナーの人たちと私たちとの一つの絆になっ
たと思います。ランナーのみなさん、お疲れさまでした。来年もぜひ参加し
て下さい。

谷汲中 ２年 女子

マラソンランナーを見てハイタッチをし
た時、あせがいっぱいでした。おうえん
をしながら、ぼくが見たものは、けわし
くて、えらくてもあきらめないランナー
もいたし、走るのを楽しそうに笑顔で走
るランナーもいました。こんなに寒い中、
けわしい道をたどってきた人々に勇気を
もらいました。

春日小 ６年 男子

ランナーのみなさん、寒い中、長きょり
を走ったなんて本当にすごいですね。み
なさんのがんばって走る姿をみて、応え
んをしているうちに私も何かをがんばっ
てみたいなあと思いました。私はそんな
にたくさんは走れないけれど、その分、
来年も応えんしたいと思います。

大和小 ６年 女子

マラソンは最後まで走りき
るのに強い気持ちがないと
走りきれないと思います。
一生懸命走っている人をみ
たら、ぼくも応えんに力が
入りました。最後まで走る
のはとてもすばらしいと思
いました。ぼくも強い気持
ちをもって色々な事に挑戦
したいです。これからもが
んばってください。

長瀬小 ５年 男子
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【主 催】 揖斐川町・揖斐川町教育委員会・揖斐川町体育協会
【後 援】 岐阜新聞・岐阜放送
【協 力】 揖斐警察署・揖斐川町体育指導員会
【協 賛】 大塚製薬（株）

【期 日】 平成１９年２月２５日（日）小雨決行
【場 所】 揖斐川健康広場ビッグランドからスタート～ゴール
【概 要】 受 付 午前９時から９時３０分まで

受付場所 揖斐川健康広場ピロティー
開 会 式 午前９時３０分から健康広場ビッグランド（雨天の場合はアリーナ）
スタート １０km…午前１０時００分

３km…午前１０時１０分
※ 大会中止の場合は、午前７時３０分に広報無線で連絡します。

【部 門】 １部…１０km 一般男子（高校生以上）
２部…１０km 一般女子（高校生以上）
３部…３km 一般男子（中学生以上）
４部…３km 一般女子（中学生以上）
５部…３km 小学生男子
６部…３km 小学生女子
７部…３km ファミリー

【参加資格】 ①健康に自信がある人（各自の責任において事前に健康診断を受け、健康管理に十分注意して参加してくだ
さい）

②小・中学生は保護者の同意が必要です。（スポ少、部活動単位などの団体申込を除く）
【表 彰】 ・１～６部門は１０位まで表彰します。（７部ファミリーは完走証のみ）

・完走者には完走証をお渡しします。
・３年、５年連続出場者には、メダルをお渡しします。（当日完走証を持参した人のみ）

【申込方法】 下記の申込書に必要事項を記入の上、揖斐川健康広場（℡０５８５－２１－３１００）もしくは各振興事務所へ提出し
てください。（揖斐川健康広場：〒５０１－０６０３ 揖斐川町上南方８５３－４９）

【申込期限】 平成１９年２月１６日（金）（当日申込受付も行いますが、なるだけ事前にお願いします）
【そ の 他】 ①主催者は競技中の事故について、応急処置を除き一切の責任は負いません。

②大会運営に関しては、関係役員の指示に従ってください。
③大会当日のお問い合わせは、午前８時００分以降に揖斐川健康広場（℡０５８５－２１－３１００）までお尋ねください。

き り と り

第２０回 IBIGAWAフリーマラソン参加申込書

部

部

部

部
私はＩＢＩＧＡＷＡフリーマラソンの開催中、私の責任による事故は、自己の責任において処理し、主催者に責任を問わないことを
誓約し、上記のとおり申込いたします。
（小・中学生の個人申込の方は保護者の同意が必要です。） 保護者 氏名 �

部
門

部
門

部
門

部
門

電話番号

電話番号

電話番号

電話番号

住
所

住
所

住
所

住
所

歳

歳

歳

歳

年
齢

年
齢

年
齢

年
齢

男・女

男・女

男・女

男・女

性
別

性
別

性
別

性
別

氏
名

氏
名

氏
名

氏
名
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揖 斐 川  

揖 斐 川  

走行順序

�→�→�→�→�→�→
�→�→	→
→�→�→
→�→�→�→�→�→
�→�→�→
→	→�→
�→�→�

走行順序

�→�→�→�→�→�→
�→�→	→�→�→�→
�

◆大会当日は駐車場が大変混雑しますので、なるべく乗り合
わせてご来場ください。

◆降雪・積雪などで大会中止となる場合がありますので、ご
了承ください。

◆開催・中止のお問い合わせは、揖斐川健康広場
（℡ ０５８５－２１－３１００）へ
午前８時以降にお尋ねください。
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中
高
一
貫
教
育
活
動
の
紹
介

揖
斐
川
中
学
校
・
北
和
中
学
校

１１
月
２０
日
に
揖
斐
高
校
で
元
揖
斐
厚
生
病

院
看
護
部
長
の
森
咲
子
様
を
講
師
に
迎
え

『
先
輩
と
語
る
会
』
〜
若
者
へ
の
夢
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
が
開
か
れ
ま
し
た
。
揖
斐
高
校
の

体
育
館
に
は
揖
斐
高
校
、
揖
斐
川
中
学
校
、

北
和
中
学
校
３
校
の
生
徒
が
参
加
し
て
実
り

あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。
次
は
参
加
し
た
生

徒
の
感
想
で
す
。

「
私
た
ち
は
揖

斐
高
等
学
校
の
先

輩
で
あ
る
森
さ
ん

か
ら
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
森
さ
ん

は
、
お
話
の
中
で

『
私
は
就
職
試
験

に
一
人
落
ち
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
落
ち
て
い
な
か
っ
た
ら
今

の
看
護
師
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
こ

こ
で
講
演
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。』と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
も
今
、
受
験
と
い
う
大
き
な

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
迷
っ
た
り
不
安
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
森
さ
ん
の
お
話
の
よ
う
に
、

失
敗
し
て
も
気
持
ち
を
切
り
か
え
、
進
路
選

択
を
し
て
、
そ
の
実
現
に
努
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。」

（
揖
斐
川
中
学
校
３
年
生
）

ま
た
揖
斐
高
校
で

は
、
中
高
一
貫
交
流

事
業
の
一
つ
に
、
福

祉
体
験
学
習
を
年
４

回
開
催
し
て
い
ま
す
。

次
は
実
際
に
体
験
し

た
生
徒
の
感
想
で
す
。

「
私
は
、
揖
斐
高
等
学
校
の
福
祉
体
験
学

習
に
２
回
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
一

番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
視
覚
障
害
者
の

歩
行
介
護
の
体
験
で
す
。
実
際
に
ア
イ
マ
ス

ク
を
付
け
て
杖
を
持
ち
ま
す
。
杖
は
、
周
り

に
あ
る
も
の
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

歩
き
始
め
る
と
、
目
に
障
害
が
あ
る
方
の
気

持
ち
が
少
し
ず
つ
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
が

い
る
場
所
や
状
況
が
全
く
分
か
ら
な
い
の
で

す
。
誘
導
者
の
人
に
確
認
を
取
ら
な
い
と
一

歩
踏
み
出
す
こ
と
も
怖
い
の
で
す
。
誘
導
す

る
体
験
も
し
ま
し
た
が
、
相
手
に
不
安
を
与

え
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
と
て
も
難
し
く
感

じ
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
初
め
て
視
覚
障
害

者
の
方
の
不
安
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
普
通
に
生
活
し
て
い
て
は
知
る
こ
と

の
で
き
な
い
気
持
ち
を
知
り
、
障
害
者
の
方

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

体
験
で
知
っ
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
周
り
の
人

と
か
か
わ
り
な
が
ら
生

き
て
い
き
た
い
で
す
。」

（
北
和
中
学
校
３
年
生
）

狂

犬

病

に

ご

注

意

を

狂
犬
病
は
、
発
病
す
る
と
ほ
ぼ
１００
％
死

亡
し
、
治
療
法
が
な
い
恐
ろ
し
い
感
染
症

で
す
。

日
本
で
は
、
野
犬
対
策
な
ど
の
徹
底
に

よ
り
’５７
年
以
後
患
者
の
発
生
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
’０６
年
８
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
犬
に
咬
ま
れ
、
日
本
に
帰
国
後
１１
月
に

狂
犬
病
を
発
病
し
、
死
亡
し
た
例
が
２
件

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
で
は
狂
犬
病

に
よ
り
年
間
４
万
人
〜
６
万
人
が
死
亡
し

て
お
り
、
欧
米
を
含
む
世
界
の
大
陸
に
現

在
も
存
在
し
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

◎
予
防
方
法
、
咬
ま
れ
た
時
の
対
応

１

動
物
に
手
を
出
さ
な
い
こ
と

日
本
で
は
、
狂
犬
病
が
撲
滅
さ
れ
て
久

し
く
、
そ
の
危
険
を
軽
視
し
が
ち
で
す
。

日
本
人
は
犬
や
猫
を
見
る
と
無
防
備
に
手

を
出
し
、
な
で
た
り
、
手
か
ら
直
接
エ
サ

を
与
え
た
り
し
ま
す
。
し
か
し
、
狂
犬
病

は
ほ
ぼ
世
界
中
で
見
ら
れ
、
毎
年
死
亡
者

が
出
て
お
り
ま
す
の
で
、
む
や
み
に
野
犬

や
野
良
猫
、
野
生
動
物
に
手
を
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
狂
犬
病
に
感
染
し
た
犬
の
特
徴

狂
犬
病
の
犬
は
む
や
み
に
歩
き
回
り
、

柱
な
ど
の
物
体
に
咬
み
つ
い
た
り
（
こ
の

時
期
の
犬
は
攻
撃
的
で
、
わ
ず
か
な
刺
激

で
咬
み
つ
き
ま
す
）、地
面
を
無
意
味
に
掘

る
、
狼
の
よ
う
な
特
徴
的
な
遠
吠
え
を
す

る
な
ど
の
異
常
行
動
を
と
り
ま
す
。

ま
た
、
流
れ
る
よ
う
に
ヨ
ダ
レ
を
流
す

よ
う
に
な
り
、
水
を
飲
む
と
、
の
ど
が
け

い
れ
ん
し
苦
し
む
た
め
、
水
を
極
端
に
怖

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
犬
以
外
の
感
染
動
物

ア
メ
リ
カ＝

ア
ラ
イ
グ
マ
、
ス
カ
ン
ク
、

コ
ウ
モ
リ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ＝

キ
ツ
ネ

ア
フ
リ
カ＝

ジ
ャ
ッ
カ
ル
、
マ
ン
グ
ー
ス

（
猫
や
馬
、
牛
な
ど
も
感
染
し
、
感
染
源

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

２

咬
ま
れ
る
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
暴

露
前
接
種
）

旅
行
先
で
動
物
に
積
極
的
に
近
づ
く
場

合
は
、
事
前
に
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

※
県
内
の
医
療
機
関
つ
い
て
は
、
役
場
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

３

咬
ま
れ
た
後
の
接
種（
暴
露
後
接
種
）

狂
犬
病
の
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
に
咬
ま

れ
た
ら
、
す
ぐ
に
傷
口
を
石
け
ん
と
水
で

よ
く
洗
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
傷

口
に
治
療
と
、
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
と
抗
狂

犬
病
ガ
ン
マ
グ
ロ
ブ
リ
ン
を
投
与
し
ま
す
。

（
発
病
前
で
あ
れ
ば
効
果
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
咬
ま
れ
た
の
が
飼
犬
の
場
合
は
、

犬
が
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
か
を
飼
主

に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
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〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデディィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉
揖斐川町では、妊娠・出産を控えている若い女性を対象に、病気の予防、早期発見に役立てていただくために、

レディース健康診査を実施します。ぜひこの機会に健診を受けられることをお勧めします。

★対 象：２０歳～２９歳の女性 ★期 日：

★場 所：揖斐厚生病院健診センター

★料 金：２，４００円（骨密度測定は別途５００円が必要です。）
★検査内容：問診、尿検査、血圧測定、身体計測、血液検査（肝機能

・糖代謝・貧血・脂質代謝検査）、子宮（頚）がん検診、

腹部超音波（婦人科部位）、骨密度測定（希望者のみ）

《子宮（頚）がん検診》・内診、細胞診を行います。

《骨密度測定》※妊娠中または妊娠の可能性がある方は

実施できません。

・上腕の骨のレントゲンを撮ります。

★申し込み方法 １８年度健康診査受診希望調査で申し込みされた方に

は個人通知します。

上記で申し込みされなかった方は、希望日の１週間

前までに揖斐川保健センターへ申し込みください。

★お問い合わせ先 揖斐川保健センタ－ 電話 ０５８５－２３－１５１１

揖斐川町地域包括支援センターからのお知らせです

脳の健康教室が修了しました
介護予防事業の１つとして脳の健康教室を６月から、小島公民館・北方公民館・久瀬公民館で実施し、１１月

に無事修了することができました。３９名の学習者さんは、脳を鍛えるために毎日１５分ほどの「読み書き」「計算」

を自宅で行い、１週間に１回教室に通って来られました。教室では、１２名のサポーターさんが学習者さんを励

ましてくださいました。その結果、参加された学習者の皆さんからは「生活に張りができた」「自信がもてた」

という声がたくさん聞かれました。また、脳の検査でも「効果があった」という結果がでました。

～ 脳を健康に保つために ～

《脳を鍛える５つのポイント》
① １日に１度文章を声に出して読みましょう。
② 文章を書くように心がけましょう。
③ そろばんや電卓を使わず計算する習慣をつけましょう。
④ 外に出かけて、人とのコミュニケーションを心がけましょう。
⑤ 好奇心・挑戦する気持ちを持ち続けましょう。

時間

１３時３０分

～

１４時３０分

曜日

金

金

月

水

金

金

火

金

月

火

健 診 日

平成１９年２月１６日

２月２３日

２月２６日

２月２８日

３月２日

３月１６日

３月２０日

３月２３日

３月２６日

３月２７日
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おお
知知
らら
せせ
とと
おお
願願
いい

揖
斐
川
町
立
図
書
館
（
揖
斐
川
図
書
館
・
谷

汲
図
書
館
・
坂
内
図
書
館
）
は
合
併
を
機
に
図

書
館
の
シ
ス
テ
ム
を
新
し
く
し
一
本
化
し
ま
す
。

１．

ど
こ
か
ら
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
蔵
書

の
検
索
が
で
き
ま
す
。

２．

同
一
カ
ー
ド
で
揖
斐
川
・
谷
汲
・
坂
内
図

書
館
の
本
が
借
り
ら
れ
ま
す
。

３．

借
り
た
本
は
３
館
の
ど
こ
で
で
も
返
却
で

き
ま
す
。

そ
の
た
め
の
工
事
を
左
記
の
よ
う
に
行
い
ま

す
。
そ
の
間
休
館
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

揖
斐
川
・
谷
汲
図
書
館

平
成
１９
年
２
月
１
日
（
木
）
か
ら

２
月
１４
日
（
水
）
ま
で
休
館

坂
内
図
書
館

平
成
１９
年
２
月
８
日
（
木
）
か
ら

２
月
１４
日
（
水
）
ま
で
休
館

３
館
と
も
１
月
１８
日
か
ら
３１
日
ま
で
に
貸
し

出
し
た
本
は
２
月
１５
日
（
木
）
が
返
却
日
と
な

り
ま
す
。

揖
斐
川
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

一

般

書

失
わ
れ
た
町

三
崎
亜
記

集
英
社

冬
至
祭

清
水
義
範

筑
摩
書
房

腐
�
生
保
（
上
下
）

高
杉
良

新
潮
社

公
園

荻
世
い
を
ら

河
出
書
房
新
社

時
を
巡
る
肖
像

柄
刀
一

実
業
之
日
本
社

ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ

中
山
咲

河
出
書
房
新
社

魔
性

渡
辺
容
子

双
葉
社

そ
の
他

実

用

書

連
歌
と
は
何
か

綿
抜
豊
昭

講
談
社

買
っ
て
楽
し
む
や
き
も
の
名
品

阿
部
出
版

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

西
東
社

茶
席
の
き
も
の
Ｑ
＆
Ａ

世
界
文
化
社

手
づ
く
り
こ
ん
に
ゃ
く

農
山
漁
村
文
化
協
会

そ
の
他

児

童

書

て
ん
ぷ
ら
ば
あ
ち
ゃ
ん

山
口
節
子

岩
崎
書
店

百
枚
の
ド
レ
ス

エ
レ
ナ
ー

岩
波
書
店

銃
声
の
や
ん
だ
朝
に

リ
オ
ー
ダ
ン

徳
間
書
店

嵐
の
季
節
に

ヤ
ー
ナ

徳
間
書
店

谷
汲
新
刊
図
書
案
内

一

般

書

北
前
船
の
事
件

平
岩
弓
枝

講
談
社

名
塩

竜
原
み
ど
り

文
芸
社

徒
然
草

長
尾
剛

汐
文
社

心
ま
で
盗
ん
で

赤
川
次
郎

徳
間
書
店

実

用

書

三
船
美
佳
の
ず
ぼ
ら
ぼ

三
船
美
佳

主
婦
と
生
活
社

そ
の
他

児

童

書

ゆ
き
だ
る
ま
の
ク
リ
ス
マ
ス

評
論
社

さ
い
ほ
う
の
基
本

角
川
Ｓ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

電
車
い
っ
ぱ
い
図
鑑

チ
ャ
イ
ル
ド
本
社

奇
跡
の
名
犬
物
語

世
界
文
化
社

の
り
お
の
ふ
し
ぎ
な
ぼ
う
え
ん
き
ょ
う

平
田
景

講
談
社

や
ま
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん

と
よ
た
か
ず
ひ
こ

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

そ
の
他

借
り
た
本
・
ビ
デ
オ
な
ど
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

図
書
館
で
借
り
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

本
や
雑
誌
、
Ａ
Ｖ
資
料
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
図
書
館
の
本
な
ど

は
町
民
の
財
産
で
す
。
返
却
期
限
を
守
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
が
休
館
の
場
合
は
、
中
央
公
民
館
と

の
通
路
の
返
却
ポ
ス
ト
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

１２
月
２６
日
（
火
）
ふ
り
か
え
休
館

１２
月
２８
日
（
木
）
月
末
整
理
日

１２
月
２９
日
（
金
）
か
ら
１
月
４
日
（
木
）

年
末
年
始
休
館
日

１２
月
２１
日
以
後
貸
し
出
し
た
本
に
つ
い
て
は

１
月
５
日
が
返
却
日
と
な
り
ま
す
。

＊
１
月
８
日
、
１５
日
、
２２
日
、
２９
日
の
月
曜
日

が
休
館
と
な
り
ま
す
。

か
る
た
と
り
大
会

日
時

１
月
６
日（
土
）午
後
２
時
半
〜
３
時
半

場
所

揖
斐
川
図
書
館

い
ろ
は
か
る
た

こ
と
わ
ざ
か
る
た

ぼ
う

ず
め
く
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
か
る
た
あ
そ
び
を

行
い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま

す
の
で
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一

般

書

恋
空
（
上
下
）

美
嘉

ス
タ
ー
ツ
出
版

赤
い
指

東
野
圭
吾

講
談
社

冷
や
汗
の
向
こ
う
側

三
谷
幸
喜

朝
日
新
聞
社

十
津
川
警
部
「
故
郷
」
西
村
京
太
郎

祥
伝
社

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
沈
黙

海
堂
尊

宝
島
社

月
下
の
恋
人

浅
田
次
郎

光
文
社

夫
婦
こ
の
不
思
議
な
関
係

曽
野
綾
子

Ｗ
Ａ
Ｃ

そ
の
他

実

用

書

治
す
防
ぐ
若
返
る
健
康
医
学
事
典

日
野
原
重
明
監
修

講
談
社

面
白
い
ほ
ど
わ
か
る
犯
罪
心
理
学

高
橋
良
影

日
本
文
芸
社

美
肌
塾

佐
伯
チ
ズ

講
談
社

児
童
書
も
沢
山
は
い
り
ま
し
た
。

坂
内
新
刊
図
書
案
内

１
月
６
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
２
時
半

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」

「
ど
ろ
ぼ
う
学
校
」

ほ
か

坂内図書館

谷汲図書館

揖斐川図書館
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揖揖
斐斐
川川
歴歴
史史
民民
俗俗
資資
料料
館館
「「
寿寿
ぎぎ
展展
」」

２
０
０
７
年
が
明
け
て
今
年
は
１１
年
間
の
過
去
を
た
ど

る
年
「
亥
」
で
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
初
の
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

■
展
示
期
間

１
月
４
日
（
木
）
〜
１
月
２８
日
（
日
）

■
主
な
展
示
作
品

墨
梅
の
図

張
氏
紅
欄

画

軸

ダ
ル
マ

野
原
桜
州

画

軸

鷺
一
羽

野
原
桜
州

画

軸

伊
勢
神
宮

野
原
桜
州

画

額

寒
山
拾
得

野
原
鳥
聖

画

屏
風

雪
中
墨
竹
図

江
馬
細
香

画

軸

開

窪
田
華
堂

書

額

元
旦

棚
橋
天

書

軸

文文
化化
財財
をを
火火
災災
かか
らら
守守
りり
まま
しし
ょょ
うう

１
月
２６
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

１
９
４
９
年
（
昭
和
２４
年
）
１
月
２６
日
法
隆
寺
の
金
堂

が
火
災
に
遭
い
国
宝
な
ど
が
消
失
、
そ
の
後
も
文
化
財
の

焼
損
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
昭
和
３０
年
に
１
月
２６
日
を

「
文
化
財
予
防
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

年年
末末
年年
始始
休休
館館
のの
おお
知知
らら
せせ

年
末

１２
月
２９
日
（
金
）
〜

年
始

１
月
３
日
（
水
）
ま
で
休
館

未未
登登
録録
銃銃
砲砲
刀刀
剣剣
類類
登登
録録
審審
査査
会会
のの
おお
知知
らら
せせ

■
日
時

１
月
１１
日
（
木
）

■
場
所

西
濃
総
合
庁
舎

博博博博博博博博博博博博博博博博博
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトト
小小小小小小小小小小小小小小小小小
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ののののののののののののののののの
ボボボボボボボボボボボボボボボボボ
ラララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィ
アアアアアアアアアアアアアアアアア
ででででででででででででででででで

「「「「「「「「「「「「「「「「「
あああああああああああああああああ
ほほほほほほほほほほほほほほほほほ
ろろろろろろろろろろろろろろろろろ
くくくくくくくくくくくくくくくくく
ののののののののののののののののの
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
だだだだだだだだだだだだだだだだだ
いいいいいいいいいいいいいいいいい
こここここここここここここここここ
」」」」」」」」」」」」」」」」」
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛
況況況況況況況況況況況況況況況況況

１２
月
３
日
（
日
）、
春
日
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

岩
瀬
喜
則
さ
ん
と
鬼
剣
舞
に
よ
る
「
あ
ほ
ろ
く
の
川
だ
い

こ
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
降
る
寒
い
天
候
で
し
た
が
、
町
内
外
か
ら

１
５
０
名
の
方
が
見
え
ま
し
た
。
物
語
は
ち
ょ
っ
と
悲
し

い
内
容
で
し
た
が
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
人
を

思
い
や
る
心
、
弱
者
を
助
け
る
気
持
ち
が
い
か
に
大
切
か

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
出
演
者
の
皆
さ
ん
に

染
色
工
房
で
染
め
た
ス
カ
ー
フ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
春
日
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ

ん
に
受
付
、
チ
ラ
シ
配
布
、
会
場
案
内
、
あ
と
か
た
づ
け

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鷺一羽

伊勢神宮

墨梅の図ダルマ

雪中墨竹図
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平成18年11月届出分

〈平成１８年１２月１日現在〉

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
尚
和
園
へ

林

良
夫
さ
ん
（
北
方
）

野
菜

高
橋
秀
雄
さ
ん
（
三
輪
）

野
菜

小
寺
敏
康
さ
ん
（
三
輪
）

野
菜

１１
月
２８
日
（
火
）、富
田
郁
雄
さ
ん
よ
り
教

育
の
振
興
、
図
書
購
入
の
た
め
に
と
寄
付
金

１５
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１２
月
６
日
（
水
）、揖
斐
川
町
商
工
会
、
同

青
年
部
よ
り
１０
月
２１
日
〜
２２
日
に
開
催
さ
れ

た
「
ふ
る
さ
と
商
工
祭
」
の
青
年
部
イ
ベ
ン

ト
の
売
上
金
を
町
の
発
展
の
た
め
に
と
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻夫

出生 ～お誕生おめでとう～
お母さんお父さん赤ちゃん地 区

世帯数（対前月比）
８，１０５（＋１）
５，５２８（＋１）
１，０９２（－２）
５８１（＋１）
４６８（＋１）
１８０（±０）
２５６（±０）

女
１３，４９２
９，５７６
１，９０９
８０７
７２７
１７２
３０１

男
１２，４０９
８，９０９
１，７４７
７０８
６３３
１６７
２４５

人口（対前月比）
２５，９０１（－３７）
１８，４８５（－２５）
３，６５６（－４）
１，５１５（－６）
１，３６０（＋１）
３３９（－３）
５４６（±０）

合計
揖斐川地区
谷汲地区
春日地区
久瀬地区
藤橋地区
坂内地区

７７
８２
９９
９４
８４
５６
９３
９４
７４
７１
８４
９４
９１
８２
９５
４８
８２
５０
８２
７８
７７
９０
８６
９７
８５
７３

香田 守
細野 春雄
村 まさの

成瀬 � ゑ
�橋 始
大村 義美
堀尾 巖
小川 三雄
佐藤 信二
杉島 滋子
坪井 幸顕
野原 初枝
矢島 政一
粟野 暢子
林 弘武
宇佐美てるみ
河合 賢一
浅野 明子
長谷川二雄
森 進
野原 ふたを
藤原 光良
小寺 一盛
高橋 ゆき子
中川 操
小西 國一

北 方 １ 区
北 方 ２ 区
南 方

桂
伊尾野団地
東 若 松
北 新 町
栄 町
栄 町
特 養
中 村
東 瀬 古
上 東 野
上 東 野
市 場
市 場
谷 汲 名 礼
谷 汲 徳 積
谷 汲 岐 礼
春 日 六 合
春 日 六 合
春日小宮神
春 日 川 合
西 津 汲
西 横 山
山 手

大堀 香奈 （瑞穂市）

若原まゆみ （大野町）

椎葉 百合 （大垣市）

齋藤 徹 （大和台）

小森 健司 （小野）

中村 哲也 （春日香六）

由美

幸世

佳代子

亜弥子

久美

雅子

美由紀

真理子

由美子

法恵

麻由美

まゆ子

幸寛

文章

智

正彦

拓也

修平

幸太

宏和

逸己

晃浩

真治

健太郎

りく と

小谷 陸斗
な ちか

細野 捺愛
り せ

富田 莉世
ま り か

一� 茉莉花
み ら

市田 実来
はる た

小森 遥太
みなみ

増元 南
ひ よ り

所 日和
ひめ か

荻野 姫花
り さ

岡崎 里彩
いつき

窪田 樹
ろ き

矢野 呂樹

北 方 ３ 区

北 方 ７ 区

間 田 瀬

七 間 町

清 水

新 栄 町

加 茂 団 地

市 場

二 ノ 宮

岡

和 田

谷 汲 名 礼

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢氏 名地 区
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Information Room

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 大大垣垣税税務務署署かかららののおお知知ららせせ

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

平成１８年分の所得税等の確定申告会場は

大垣市民会館
大垣市新田町１－２（大垣市民プール南隣）です。

〈開設期間〉 ２月５日（月）～４月２日（月）
（土・日曜日および祝日を除く）

〈開設時間〉 午前９時から午後５時

※所得税・個人事業者の消費税及び地方消費税・贈与税の確定申告の相談と受付を行います。

※平成１７年分の確定申告をされた方は、確定申告書（控）および収支内訳書（控）などをお持ちください。

※必要書類のほかに印鑑、筆記用具、電卓などのご用意をお願いします。

※大垣市民会館への直接のお問い合わせはご遠慮ください。

※お問い合わせは大垣税務署（℡０５８４－７８－４１０１）または、税務相談室大垣分室（℡０５８４－７５－４１０３）へ。

※大垣税務署内には「申告会場」を設けておりませんのでご注意ください。税務署では、確定申告書用紙の交付

および確定申告書の受付のみ行います。

申告と納税は正しく、お早めに
○平成１８年分の所得税の確定申告による納期限は、申告期限と同じ平成１９年３月１５日（木）です。また、消費税及

び地方消費税（個人事業者）の納期限は、申告期限と同じ平成１９年４月２日（月）です。納期限までに最寄りの

銀行や郵便局または所轄の税務署で納付してください。

○還付申告の方は、２月１５日以前でも申告書を提出することができます。

○税務署の窓口には、「所得税の確定申告の手引き」などを備え付けておりますので、それらを参考にご自分で記

載し、できるだけ郵送による提出をお願いします。

○還付金の受け取りは銀行などの預貯金口座への振込みが、また納税は預貯金口座からの振替納税が便利です。

○確定申告の内容に誤りがありますと、後日、修正申告などをしていただくことになります。その場合、加算税や

延滞税がかかる場合がありますので十分ご注意ください。

提出は郵送が便利です。

＜郵送先＞ 〒５０３－８５５６ 大垣市丸の内２－３０ 大垣税務署 行

混雑解消のためにご協力ください！
申告相談会場へお越しになる方は、次のことにご注意ください。

・申告書が郵送されてきた方は、必ず開封し、住所・氏名・フリガナを記入しておいてください。

・給与や年金の源泉徴収票は、必ず原本をお持ちください。紛失した場合は、再発行をしてもらってください。

・扶養になる方に少しでも収入がある場合は、その金額がわかるもの（源泉徴収票など）をお持ちください。金額

がわかりませんと計算ができません。

・医療費控除は、平成１８年中に家族の支払った医療費の合計額が、１０万円または控除を受けようとする方の所得金

額の５％の金額のどちらか少ない金額を超えていなければ申告できません。

20IBIGAWA 2007 January



Information Room

・医療費控除のための領収書は、医療を受けた方ごとに支払った病院、医院、薬局などを別にしてまとめ、支払い

金額を集計しておいてください。

・住宅借入金等特別控除が受けられる方は、初年度は必ず申告する必要があります。

・医療費控除、住宅借入金等特別控除などの申告をしても源泉徴収された所得税がなければ税金は還付されません。

・事業所得や不動産所得のある方は、収支内訳書を記入してきてください。

自宅のパソコンで確定申告書が作成できます。

国税庁ホームページの「確定申告書等作成

コーナー」をご利用ください。作成した申告

書は、郵送などにより提出してください。

国税庁ホームページ http : //www.nta.go.jp

e‐Taxインターネットで申告・納税

e‐Tax（国税電子申告・納税システム）を利

用すると、自宅やオフィスから申告や納税が

できます。

※ご利用に当たっては、事前に利用開始のた

めの手続きが必要です。

e‐Taxホームページ http : //www.e-tax.nta.go.jp

☆ご不明な点がありましたら、大垣税務署（℡０５８４－７８－４１０１）または税務相談室大垣分室（℡０５８４－７５－４１０３）

までお尋ねください。

医療費控除・中途退職された方・年金を受給されている方などを対象とした説明会
協力…名古屋税理士会大垣支部

開催日 平成１９年２月６日（火） 時 間 午前の部 ９時３０分から１２時まで

会 場 揖斐川町役場３階 大会議室 午後の部 １時３０分から５時まで

※時間内は随時ご入場いただけますが、午前の部は１１時３０分までに、午後の部は４時までにご入場ください。

① 医療費控除など還付を受けられる方（給与所得のみの方で、医療費控除をされる方を対象にし

た説明会です。還付申告書は、その場でも提出することができます。）
＜持参していただくもの＞

・印鑑、筆記用具、電卓、還付金入金先の通帳（本人名義のもの）

・平成１８年分給与所得の源泉徴収票（原本）

・医療費控除のための医療費領収書（支払先、かかった人ごとに金額を集計しておいてください）

・支払った医療費から社会保険、生命保険、損害保険などで補てんされた金額のわかるもの

・その他還付申告をするうえで必要な書類（年末調整で控除できなかった生命保険料や損害保険料の支払額証明

書や社会保険料の支払額がわかるものなど）

※医療費控除は、平成１８年中に家族の支払った医療費の合計額が１０万円または、控除を受けようとする方の所得金

額の５％の金額のどちらかを超えていなければ申告できません。

※医療費控除などの申告をしても源泉徴収された所得税がなければ税金は還付されません。

② 中途退職された方、年金を受給されている方などで還付申告される方（平成１８年中に会社を退

職され年末調整で各種控除を受けなかった方、年金を受給されている方などで、還付申告書はそ

の場でも提出することができます。）
＜持参していただくもの＞

・印鑑、筆記用具、電卓、還付金入金先の通帳（本人名義のもの）

・平成１８年分給与所得の源泉徴収票（原本）、平成１８年分公的年金等の源泉徴収票（原本）

・生命保険料や損害保険料、国民年金保険料などの支払額証明書や社会保険料（健康保険税、年金など）の支払

額がわかるもの（領収書）
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住宅借入金等特別控除の還付申告説明会
※大垣税務署による揖斐郡３町合同説明会です。

開催日 平成１９年２月７日（水） 時 間 午前の部 ９時３０分から１２時まで

会 場 大野町総合町民センター 多目的ホール 午後の部 １時３０分から４時まで

※午前、午後のどちらかの開始時間までにご来場ください。

① 住宅借入金等特別控除を受けられる方（借入れして住宅を新築された方や増改築などされた方

を対象にした説明会です。還付申告書は、その場でも提出することができます。）
＜持参していただくもの＞

・印鑑、筆記用具、電卓、還付金入金先の通帳（本人名義のもの）

・住民票（当日、控除が受けられることが確定してから役場で取得していただいても結構です）

・家屋（土地も取得した場合は家屋と土地両方）の登記簿謄本

・売買契約書や請負契約書で取得金額のわかる書類の写し（土地も取得した場合は家屋と土地両方）

・住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書（住宅金融公庫や金融機関が発行したもの）

・店舗併用住宅の場合は、店舗と居住部分の面積を明らかにする設計図の写し

・平成１８年分給与所得の源泉徴収票（原本）

・その他還付申告をするうえで必要な書類（例えば医療費控除も申告される方は、その領収書など）

雪害による雑損控除を対象とした説明会

開催日 平成１９年２月８日（木） 時 間 午前の部 ９時３０分から１２時まで

会 場 揖斐川町役場３階 大会議室 午後の部 １時３０分から５時まで

※時間内は随時ご入場いただけますが、午前の部は１１時３０分までに、午後の部は４時までにご入場ください。

① 雑損控除など還付を受けられる方（雑損控除または災害減免法による減免をされる方を対象に

した説明会です。還付申告書は、その場でも提出することができます。）
＜持参していただくもの＞

・印鑑、筆記用具、電卓、還付金入金先の通帳（本人名義のもの）

・平成１８年分給与所得の源泉徴収票（原本）

・り災証明、被害の状況がわかる写真、見積書、請求書、領収書、保険金などの支払通知

・その他還付申告をするうえで必要な書類（年末調整で控除できなかった生命保険料や損害保険料の支払額証明

書や社会保険料の支払額がわかるものなど）

※雑損控除などの申告をしても源泉徴収された所得税がなければ税金は還付されません。
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揖斐川町放送通信ネットワーク

宅宅内内工工事等等のの「揖揖斐斐川川町町認定定業者」ををおお知知ららせせししまますす
■揖斐川町認定業者とは
・揖斐川町が行う講習会にて所定の技術を習得し、町長が適任と認めた業者。

・揖斐川町が提示する工事内容、工事費などの条件を満たす業者。（放送通信ネットワークパンフレット１１ペー

ジに掲載の基本コースの宅内標準工事、１２ページに記載の追加工事の内容を満たす業者）

電気工事店、電器店などの事業者の方へ
揖斐川町放送通信ネットワークの宅内工事について、電気工事業または電気器具販売に付随する工事を営む方を

対象に、引き続き下記により「揖斐川町認定業者」を募集します。

認定されますと、「揖斐川町認定業者」として公表させていただきます。

■申込
・情報政策課へお申し込みください。（TEL２１－３１７１）

・講習会日程は、一定数の応募があった時点で別途連絡します。

揖斐川町認定業者一覧（５０音順）（Ｈ１８．１２．１１現在）

【町外】【町内】

※平成１８年１２月１１日現在の認定業者です。その後の追加、変更

については、広報誌やホームページで順次掲載します。

電話番号

０５８５‐５５‐２３５７

０５８５‐２２‐４７０２

０５８５‐５７‐２８３３

０５８５‐２２‐４３１３

０５８５‐２２‐４６６５

０５８５‐２２‐２０１６

０５８５‐２２‐２９０８

０５８５‐２２‐０３４５

０５８５‐５５‐２８１７

０５８５‐２３‐１０３０

０５８５‐５５‐２１０９

０５８５‐２２‐１４５３

０５８５‐５５‐２９６６

０５８５‐５７‐２９１１

０５８５‐２２‐５２８２

０５８５‐２２‐０１５１

０５８５‐２２‐２１４８

０５８５‐２２‐１５１４

０５８５‐２２‐０６２０

０５８５‐２２‐００７８

０５８５‐２２‐４３３６

０５８５‐２２‐２０５５

０５８５‐２２‐１０８８

住 所

揖斐川町谷汲徳積１７７８‐３

揖斐川町脛永４００‐３

揖斐川町春日香六５３８

揖斐川町三輪４３４‐２

揖斐川町清水１５８４

揖斐川町三輪３１９‐６

揖斐川町上野９６１

揖斐川町三輪７０３

揖斐川町谷汲岐礼５４８‐１

揖斐川町脛永９２０‐５０

揖斐川町谷汲徳積１３６９‐６

揖斐川町北方１９０１‐２

揖斐川町谷汲名礼１７９５‐１

揖斐川町春日六合１０４８

揖斐川町新宮３８０‐６４

揖斐川町三輪６３０‐１

揖斐川町極楽寺字松原１１６‐３

揖斐川町北方１２６５

揖斐川町三輪６５４

揖斐川町三輪３６９‐６

揖斐川町三輪４６１‐１

揖斐川町三輪７８７

揖斐川町市場１４１１‐３

業 者 名

青木電気設備

アルファヒラツカ電器

伊吹電設

（有）イマイ

ウインドタカトノ

ウインドヤマグチ

上野電気商会

おおたでんか

小椋電気商会

（有）粕川電気

川光電気設備

香栄電気商会

光正電気商会

光陽電気（株） 揖斐川営業所

小寺電工

コマツキ電器

末永電気（株）

野田電気商会

マキムラでんか

（株）松岡電気商会

松原電化サービス

明光電気商会

矢野デンキ

電話番号

０５８５‐４５‐４４６４

０５８４‐７３‐２５０１

０５８４‐２７‐２０６５

０５８‐２５２‐７６２０

０５８‐２７１‐８８４３

０５８５‐４５‐２２４４

０５８‐３７１‐１５６１

０５８５‐４５‐８１８１

０５８５‐４５‐２７４９

０５８４‐７８‐２７６９

０５８‐３２７‐５３５４

０５８‐２７６‐１１６９

０５８５‐４５‐２４９２

０５８５‐４５‐４７３１

０５８５‐３２‐２６２７

０５８‐２３３‐１７６３

住 所

池田町六之井１４０５‐３

大垣市和合新町１‐１‐１８

安八郡神戸町神戸１１５

岐阜市河渡４丁目１４３

岐阜市加納矢場町１‐４３

池田町本郷１３８１‐３

各務原市那加信長町１丁目８５

池田町本郷１７０８‐２

池田町六之井７７７‐４

大垣市若森町１４８２‐３

瑞穂市稲里３６４‐２

岐阜市薮田南１丁目３‐１２

池田町青柳１３３

池田町段６４４‐３

大野町大野１１５４‐１

岐阜市菅生７丁目３‐２４

業 者 名

ウインドイシダ

家庭電器

（資）カワセ商事

三愛通信設備㈱岐阜営業所

三協電子工業（株）

高橋家電

中央電気工事（株）岐阜営業所

（有）電化センターニシカワ

（有）電化の五十川

電化ハウス・カミヤ

（有）電気のフジタ

（有）ネットワークサービス

（株）野村電化センター

パナスタジオＡＩＣＡＭ

（有）牧村電機

和光通信（株）
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子
育育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知知
ら
せ

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

祝
祭
日
、
土
・
日
曜
日

■
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７
‐
２
３
１
９

老
齢齢
福福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
皆皆
さ
ん
へ

■
平
成
１９
年
１０
月
か
ら
年
金
の
お
受
け
取
り

の
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
変
更
後
の
お

受
け
取
り
の
方
法
は
口
座
へ
の
振
込
み
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
１９
年
１０
月
か
ら
日
本
郵
政
公
社
が
民

営
化
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
郵
便
局
窓
口
へ

年
金
証
書
を
提
示
し
て
年
金
を
受
け
取
っ
て

い
た
だ
く
方
法
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

平
成
１９
年
１１
月
（
８
月
〜
１１
月
分
）
以
降

の
年
金
の
受
け
取
り
は

○
銀
行
な
ど
へ
の
金
融
機
関
の
預
金
口
座

○
郵
便
局
の
預
金
口
座

へ
の
振
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
１９
年
９
月
ま
で
は
、
今
ま
で
ど
お
り

郵
便
局
窓
口
で
の
お
受
け
取
り
と
な
り
ま
す
。

平平
成成
１１８８
年年
分分
公公
的的
年年
金金
等等
の
源源
泉泉

徴徴
収
票票
のの
交交
付付
に
つ
い
て

厚
生
年
金
お
よ
び
国
民
年
金
の
老
齢
年
金

受
給
者
全
員
に
対
し
、
そ
の
１
年
間
の
年
金

の
支
払
総
額
、
社
会
保
険
料
の
金
額
（
介
護

保
険
料
）、源
泉
徴
収
税
額
お
よ
び
、
控
除
内

容
を
記
載
し
た
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
が
平
成
１９
年
１
月
３１
日
ま
で
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税
の
た
め
、

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

確確
定定
申申
告告
に
つ
い
て

２
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に
対
し
て
「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出
し
て
い
る
方
や
、

年
金
以
外
に
給
与
等
の
所
得
が
あ
る
方
な
ど

は
確
定
申
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
確
定
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
場
合
で
も
、
源
泉
徴
収
に
お
い
て
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、

源
泉
徴
収
税
額
を
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る

と
き
に
、
そ
の
税
額
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
と
き
の
添
付
書
類
の
一
つ
と
し
て
、

こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

税
務
署
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

源源
泉泉
徴徴
収収
票票
の
再再
交交
付付

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
の
再
交

付
に
つ
い
て
は
、
住
所
地
を
管
轄
と
す
る
社

会
保
険
事
務
所
ま
た
は
岐
阜
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
受
給
者
本
人
、
も
し
く
は
配

偶
者
の
場
合
は
電
話
に
よ
る
再
交
付
の
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
の
で
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
（
０
５
７
０
‐
０
７
‐
１
１
６
５
）」ま

た
は
大
垣
社
会
保
険
事
務
所
（
℡
０
５
８
４

‐
７
８
‐
５
１
６
６
）
へ
お
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。【
受
付
時
間：

午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
１５
分
（
土
日
、
祝
日
、
１２
月
２９
日
〜

１
月
３
日
を
除
く
）】

●
平
成
１８
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
再
交
付
の
申
請
と
同
様
に

発
行
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
交
付
に

は
１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

※
電
話
に
よ
る
発
行
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、未
支
給
請
求
者（
死
亡
さ
れ
た
方
の
未

払
い
に
な
っ
て
い
る
年
金
を
請
求
さ
れ
た

方
）
か
ら
の
申
請
で
あ
れ
ば
受
付
し
ま
す
。

※
電
話
に
よ
り
申
請
さ
れ
る
と
き
の
お
願
い

電
話
に
よ
る
申
請
で
は
、
申
請
者
の
確
認

の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
お
尋
ね

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
年
金
証
書
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

○
申
請
者
が
ご
本
人
の
場
合

基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
住
所
・
支
払
機
関
な
ど

○
申
請
者
が
配
偶
者
の
場
合

ご
本
人
の
場
合
の
確
認
事
項
の
ほ
か
、
配

偶
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
・
ご
本
人
が
直

接
申
請
す
る
こ
と
が
困
難
な
理
由
な
ど

○
ご
本
人
が
死
亡
し
て
い
る
（
申
請
者
が
未

支
給
請
求
者
）
の
場
合

ご
本
人
の
場
合
の
確
認
事
項
の
ほ
か
、
未

支
給
請
求
者
の
氏
名
、
住
所
・
死
亡
者
と

の
続
柄
な
ど

毎週月曜日（園庭開放日） ９：３０～１２：００

毎週木曜日（コアラちゃんの日）９：３０～１１：３０

祝 成人の日

お正月遊び

園庭開放日

お正月遊び（園児と一緒に）

園庭開放日

おもちゃ作り

園庭開放日

８日（月）

１１日（木）

１５日（月）

１８日（木）

２２日（月）

２５日（木）

２９日（月）

１月 センタールーム活動（１０：００～１１：３０）

金
１２
フリー

１９
フリー

２６
フリー

・相談日の☆印は、担当者がすぐに対応させていただきます。
・♪印のある活動は要予約（１月の行事予約は１２月下旬開始）
・予約される方は、直接子育て支援センターへ申し込みにきてください。
・後期お教室交流日の会員で希望される方は、１月１２日（金）締め切りです。
・センタールーム活動に参加されない場合でも自由に遊ぶことができます。

木
１１
フリー

１８
後期お教室交流日
ミルクティぐみ＆ココアぐみ

２５
フリー

２／１
後期お教室交流日
たまごぐみ＆ひよこぐみ

水 交流日
１０
さくらんぼ
０歳児交流

１７
いちご
１歳児交流

２４
りんご
２・３歳児交流

３１
フリー

火 行事
９
フリー

１６ ♪
お正月遊び

２３ ♪
お餅つき
花モモさん応援

３０
誕生会・お話ルーム
食会（おやつ指導）

月 相談日
８
祝 成人の日

１５ ☆
ＭＩＬＫの日

２２ ☆
ＭＩＬＫの日
♪ 発育測定

２９ ☆
ＭＩＬＫの日
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写
真真
付付
住
基基
カ
ー
ド
は
身身
分分
証
明明
に
使
え
ま
す

写
真
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ

ー
ド
）
は
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
公
的

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
は
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
時
に
用
意
し
て
頂
く
も
の
は
免
許
証

ま
た
は
健
康
保
険
証
、
３．５
cm
×
４．５
cm
の
証
明

写
真
１
枚
、
手
数
料
５
０
０
円
で
す
。（
申

請
か
ら
交
付
ま
で
約
２
週
間
か
か
り
ま
す
。）

詳
し
く
は
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課
ま
た
は

各
振
興
事
務
所
住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

精精
神神
障
害害
者
保保
健健
福福
祉
手
帳帳
を
利利
用用
さ
れ
る
皆皆
さ
ん
へ

平
成
１８
年
１０
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に

お
け
る
本
人
確
認
の
た
め
に
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
へ
の
写
真
貼
付
が
始
ま
り
ま

し
た
。
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
を
申
請
さ
れ

る
方
は
、
診
断
書
な
ど
必
要
書
類
に
、
顔
写

真
（
縦
４
cm
×
横
３
cm
）
を
添
え
て
役
場
社

会
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
既
に
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
そ
の
ま

ま
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

写
真
を
貼
付
し
た
手
帳
を
新
た
に
発
行
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
貼
付

す
る
写
真（
縦
４
cm
×
横
３
cm
）と
印
鑑
を
持

っ
て
役
場
社
会
福
祉
課
ま
た
は
お
近
く
の
振

興
事
務
所
住
民
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
手
帳
の
発
行
に
は
数
週
間
か
か
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

役
場
社
会
福
祉
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

年
末末
年年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
ご
み
の
収
集
は

広
報
１２
月
号
・
１
月
号
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼
が

殺
到
し
ま
す
。
早
め
に
お
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

揖
斐
川
地
区

㈲
揖
斐
川
清
掃

℡
０
５
８
５
‐
２
２
‐
０
５
０
６

谷
汲
地
区

㈱
富
士

℡
０
５
８
‐
３
２
３
‐
０
４
８
５

春
日
地
区

㈲
揖
斐
川
清
掃

℡
０
５
８
５
‐
２
２
‐
０
５
０
６

久
瀬
地
区

中
央
清
掃
㈱

℡
０
５
８
４
‐
２
７
‐
６
１
８
１

藤
橋
地
区

㈲
岐
北
清
掃
社

℡
０
５
８
３
‐
７
０
‐
８
４
４
８

坂
内
地
区

ト
バ
ナ
産
業
㈱

℡
０
５
８
４
‐
８
９
‐
７
６
０
９

冬
期
の
ご
み
収
集
、
し
尿
の
く
み
取
り
は

天
候
の
都
合
に
よ
り
時
間
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ご
理
解
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪雪
作作
業
に
ご
協
力力
く
だ
さ
い

◇
作
業
時
間
に
ご
理
解
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
は
、
降
雪
量
が
路
線
ご
と
に
決

め
ら
れ
た
数
値
を
超
え
た
ら
開
始
し
ま
す
。

朝
は
通
勤
、
通
学
前
に
作
業
が
終
了
す
る

よ
う
行
い
ま
す
が
、
区
域
や
路
線
、
降
雪
状

況
に
よ
っ
て
は
一
日
中
か
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
一
時
通
行
止
め
な
ど
の
規
制

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

路
上
で
の
駐
停
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
停
車
し

ま
し
ょ
う
。

◇
作
業
中
の
除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い
で
く

だ
さ
い

除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に

除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

岐
阜
県
揖
斐
土
木
事
務
所
・
揖
斐
川
町

森森
林林
を
伐
採採
・
開開
発
す
る
際際
に
は

森森
林林
法法
の
手
続続
き
が
必必
要要
で
す

森
林
を
伐
採
す
る
場
合
は
、
森
林
法
に
基

づ
い
た
届
出
や
許
可
が
必
要
で
す
。
所
有
者

自
身
が
行
う
場
合
も
同
様
で
す
。
こ
れ
は
、

森
林
の
乱
開
発
に
よ
る
災
害
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
で
す
。

無
断
で
森
林
を
伐
採
・
開
発
す
る
と
、
元

に
復
旧
す
る
な
ど
指
導
や
処
分
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
保
安
林
と
そ
れ
以
外
の
普

通
林
で
は
、
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
揖
斐
川
町
役
場

ま
た
は
県
の
揖
斐
農
林
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
農
林
事
務
所

森
林
保
全
課

℡
０
５
８
５
‐
２
３
‐
１
１
１
１（
内
線
４
２
４
）

揖
斐
川
町
役
場

農
林
振
興
課

℡
０
５
８
５
‐
２
２
‐
２
１
１
１（
内
線
１
９
０
）

最最
低低
賃賃
金
改
正正
の
お
知知
ら
せ

「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
と
４
業
種
の
「
産

業
別
最
低
賃
金
」
が
改
正
さ
れ
、
岐
阜
県
で

適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
は
次
の
表
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
は
、
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
と
い
っ
た
雇
用
形
態
に
関

係
な
く
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。な

お
、
最
低
賃
金
に
反
す
る
労
働
契
約
は

無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
等
の
定
め

を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
賃
金
室
（
℡
０

５
８
‐
２
４
５
‐
８
１
０
４
）ま
た
は
、最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

効力発生日

平成１８年１０月１日

効力発生日

平成１０年１２月２５日

平成１８年１２月１７日

平成１８年１２月１７日

平成１８年１２月１７日

平成１８年１２月１７日

時間額

６７５円

日額

５，７０８円

―

―

―

―

時間額

７１４円

６９４円

７４７円

７８５円

８４０円

地域別最低賃金

岐 阜 県 最 低 賃 金

岐阜県産業別最低賃金

陶磁器・同関連製品、耐火物製造業

紡 績 業

電気機械器具、情報通信機械器具、
電 子 部 品・デ バ イ ス 製 造 業

自 動 車 ・ 同 附 属 品 製 造 業

航 空 機 ・ 同 附 属 品 製 造 業
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国国
の
教
育育
ロ
ー
ン（
国国
民民
生生
活活
金
融融
公公
庫庫
）

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー

ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
、
入
学
時
や
在
学
中

に
必
要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制

度
と
し
て
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の

教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
融
資
金
額
は
、

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内
、

返
済
期
間
は
１０
年
以
内
で
す
。

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）、℡
０
３
‐
５
３
２
１
‐

８
６
５
６
）
ま
た
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
の

各
支
店
、も
し
く
は
最
寄
り
の
金
融
機
関（
銀

行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、

農
協
、漁
協
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放放
送送
大大
学学
で
学学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学
で
す
。
大
学
や
大
学
院
の

授
業
科
目
を
１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ
ま
す
。

平
成
１９
年
度
第
１
学
期
生
（
４
月
入
学
）

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
進
呈

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
出
願
期
間

平
成
１８
年
１２
月
１５
日
〜

平
成
１９
年
２
月
２８
日

※
詳
し
く
は
、放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で

℡
０
５
８
‐
２
７
３
‐
９
６
１
４

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.u-air.ac.jp

平平
成成
１１９９
年
度度

岐岐
阜阜
県県
立立
高高
等等
学学
校校

入入
学学
者
選選
抜
に
つ
い
て

大
垣
商
業
高
等
学
校
と
大
垣
工
業
高
等
学

校
の
定
時
制
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成
１９
年

度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
設
置
学
科
・
募
集
人
員

・
商
業
科
（
大
垣
商
業
高
等
学
校
）
４０
名

・
工
業
技
術
科（
大
垣
工
業
高
等
学
校
）４０
名

■
出
願
資
格

中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
１９

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

成
人
の
方
も
受
検
で
き
ま
す

■
選
抜
日
程

特
色
化
選
抜

出
願
期
間

２
月
６
日（
火
）〜
８
日（
木
）

検
査
期
日

２
月
１４
日（
水
）

選
抜
結
果
の
通
知

２
月
２１
日
（
水
）

一
般
選
抜

出
願
期
間

３
月
２２
日（
木
）

検
査
期
日

３
月
２６
日（
月
）

合
格
発
表

３
月
２８
日（
水
）

※
特
色
化
選
抜
で
定
員
が
満
た
さ
れ
た
場

合
、
一
般
選
抜
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

出
願
方
法
、
検
査
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

各
校
定
時
制
入
試
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

大
垣
商
業
高
等
学
校

定
時
制

℡
０
５
８
４
‐
８
１
‐
４
４
８
３

大
垣
工
業
高
等
学
校

定
時
制

℡
０
５
８
４
‐
８
１
‐
１
２
８
０

あ
な
た
も
通通
信信
制制
課
程程
で
高高
校校
の

学学
習
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
１９
年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
学
校
説
明
会

１
月
１６
日
、
２
月
１
日
・
２５
日
（
い
ず
れ

も
本
校
で
開
催
１４
時
〜
１５
時
３０
分
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
県
立
華
陽
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
高
等
学
校

通
信
制
課
程

〒
５
０
０
‐
８
２
８
６

岐
阜
市
西
鶉
６
‐
６
９

℡
０
５
８
‐
２
７
５
‐
７
１
８
５

FAX
０
５
８
‐
２
７
５
‐
７
１
８
６

職職
業
生生
活活
設設
計計
セ
ミ
ナ
ー
開開
催催

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
４５
歳
以
上
の
在
職
者
の
方
や
定
年
を
間

近
に
控
え
た
方
々
お
よ
び
企
業
の
人
事
・
労

務
な
ど
の
担
当
者
の
方
を
対
象
に
雇
用
情
勢

や
定
年
後
の
職
業
生
活
に
必
要
な
知
識
、
情

報
の
提
供
を
行
う
た
め
「
職
業
生
活
設
計
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
岐
阜
高

齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日

時

平
成
１９
年
１
月
１９
日（
金
）

①
セ
ミ
ナ
ー

１３
時
〜
１５
時
２０
分

②
交
流
会

１５
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■
場

所

大
垣
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー（
サ
ン
ワ
ー
ク
大
垣
）視
聴
覚
研
修
室

■
テ
ー
マ

「
も
う
す
ぐ
定
年
こ
れ
か
ら
あ

な
た
は
…
」
〜
退
職
時
の
手
続
き
か
ら
セ

カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
〜

■
講

師

社
会
保
険
労
務
士

高
野
芳
一
氏

■
定

員

セ
ミ
ナ
ー
３０
名
、
交
流
会
１５
名

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
参
加
費

無
料

【
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業

支
援
コ
ー
ナ
ー

〒
５
０
０
‐
８
８
５
６

岐
阜
市
橋
本
町
２
‐
２０
濃
飛
ビ
ル
５
階

℡
０
５
８
‐
２
５
１
‐
８
５
５
１

FAX
０
５
８
‐
２
５
１
‐
８
６
２
６

日日
常
生生
活活
を
豊豊
か
に
す
る
趣
味味
の

場
を
提提
供
し
ま
す

ま
ほ
ろ
ば
デ
イ
ル
ー
ム
を
地
域
の
文
化
交

流
の
場
と
し
て
、
趣
味
や
娯
楽
に
使
用
し
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
場
所
を
提
供

し
ま
す
。

今
回
は
絵
手
紙
と
お
抹
茶
を
頂
く
会
を
企

画
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
場
所

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ま
ほ
ろ
ば（
大
野
町
南
方
石
ノ
上
）

■
対
象

老
若
男
女
ど
な
た
で
も

■
費
用

１
０
０
円
（
材
料
費
）

■
定
員

絵
手
紙
コ
ー
ス

先
着
１０
名

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
℡
０
５
８
５
‐
３
５
‐
０
０
５
８

担
当：

若
原
）

■
日
程

平
成
１９
年
１
月
２５
日
（
木
）

１３
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分

絵
手
紙
教
室

１４
時
３０
分
〜
１５
時

休
憩
、
施
設
紹
介
な
ど

１５
時
〜
１５
時
３０
分

お
や
つ
（
お
抹
茶
・
お
菓
子
）
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いびがわ

特産品シリーズ シモン（ヒルガオ科）

シモンイモは南米ブラジル原産の白サツマイモです。シモンイモの名前は発見者である、
シモン教授から付けられました。
芋の部分は栄養素、カリウム、ミネラルなどが多く含まれ、植物繊維が豊富です。免疫力
増強、抗炎症作用、肝機能および新陳代謝の活性化作用が知られています。メタボリックシ
ンドローム（内臓脂肪症候群）予防の健康食品であり、血糖値を下げる効果があるともいわ
れています。葉は、止血や骨へのカルシウムの取り込みを助ける効果があるビタミンＫが豊
富です。そのような優れた栄養成分を活かし、乾燥した芋は、粉末や飲みやすい粒状の健康
補助食品として、葉、茎は緑茶の製法で仕上げた健康茶（シモン茶）として製品化されてい
ます。

岐阜薬科大学名誉教授 水野 瑞夫

１
１１
０
番
通通
報報
の
適適
切切
な
利利
用用
に
つ
い
て

１
１
０
番
は
警
察
へ
の
緊
急
連
絡
手
段

〜
１
１
０
番
地
域
を
守
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〜

１
１
０
番
へ
通
報
す
る
と
き
は

○
ま
ず
、「
何
が
あ
っ
た
か
」
を
教
え
て
く

だ
さ
い

○
次
に
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い

○
あ
と
は
、
１
１
０
番
の
警
察
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い

相
談
・
要
望
な
ど
は
相
談
専
用
電
話
へ

〜
知
っ
て
い
ま
す
か
？
警
察
相
談

＃
９
１
１
０
〜

急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・
苦
情
や
各

種
照
会
な
ど
に
つ
い
て
は
、
警
察
安
全
相
談

専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
番
）
を
利
用
し
た

り
、
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
・
駐
在
所
へ

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

岐
阜
県
警
察
メ
ー
ル
１
１
０
番
シ
ス
テ
ム

警
察
本
部
通
信
司
令
室
に
メ
ー
ル
１
１
０

番
受
信
用
専
用
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
付
き
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
た
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
緊
急

通
報
を
受
信
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

「
フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１
０
番
」０
５
８
‐
２
７
３

‐
９
９
０
１
と
同
様
、
聴
覚
や
言
語
障
害
の

あ
る
人
が
直
接
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
報
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か
ら
犯
人
の
写

真
な
ど
添
付
フ
ァ
イ
ル
な
ど
も
送
受
信
可
能

で
す
。

メ
イ
ン
ア
ド
レ
ス

gifu@
gifu
110.jp

サ
ブ
ア
ド
レ
ス

gifu@
garnet.broba.cc

（
メ
イ
ン
ア
ド
レ
ス
で
送
信
で
き
な
い
場
合

は
、サ
ブ
ア
ド
レ
ス
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
）

町町
内内
朝朝
市
お
休
み
の
お
知知
ら
せ

次
の
町
内
朝
市
は
、
冬
期
間
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

再
開
の
際
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

・
さ
か
う
ち
朝
市

１２
月
〜
４
月

・
藤
橋
新
鮮
朝
市

１
月
〜
３
月

・
春
日
特
産
物
朝
市

１
月
〜
３
月

・
く
ぜ
朝
市

１
月
〜
３
月

１月の行事

（１月１日～３１日に町内で行われる主な行事）

７日 消防出初式
（揖斐川健康広場）

成人式
（揖斐川町中央公民館）

２０・２１日 中央公民館まつり
（揖斐川町中央公民館）

職職
員員
の
募募
集

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

◎
看
護
師

■
募
集
人
員

１
名

■
応
募
資
格

４５
歳
未
満
の
看
護
師
免
許
所

有
者
で
、
看
護
実
務
経
験
が
あ
る
方

■
選

考

面
接
試
験
を
実
施

■
採

用

平
成
１９
年
４
月
１
日

■
応
募
方
法

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
、
看
護
師
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
、
平
成
１９
年
１
月
３１
日（
水
）ま
で
に
役

場
政
策
広
報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

納期限のお知らせ
１２月２５日（月） 固定資産税（３期分）

国民健康保険税（８期分）

介護保険料（５期分）

１月３１日（水） 町（県）民税（４期分）

国民健康保険税（９期分）

納め忘れのないように早めに収めましょう。

また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預

貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
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